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は

じ

め

に

　

西
晋
に
仕
え
た
陳
寿
の
著
し
た
『
三
国
志
』
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
三
国
時
代
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
最
重
要
史
料
で
あ
る
。
筆
者
の
大
き

な
関
心
は
、
中
国
に
お
け
る
三
国
時
代
を
め
ぐ
る
言
説
の
展
開
に
あ
る
が（1
）、『

三
国
志
』
は
、
三
国
時
代
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
た
め
の
基
本

史
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
三
国
時
代
を
め
ぐ
る
最
初
期
の
言
説
を
伝
え
る
史
料
の
一
つ
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
本
稿
で
は
、
陳
寿
の
三
国
観
と

そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、『
三
国
志
』
本
文
を
主
な
材
料
と
し
つ
つ
（
本
論
で
は
、『
三
国
志
』
よ
り
の
引
用
は
、
魏
志
・
蜀
志
・
呉
志
に
分
け
出

典
を
示
す
）、
陳
寿
の
生
涯
や
、
彼
の
生
き
た
西
晋
官
界
と
の
関
連
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
考
察
を
進
め
た
い
。
従
来
の
研
究
で
は
も
っ
ぱ
ら
、

陳
寿
が
密
か
に
「
蜀
漢
正
統
論
」
を
同
書
に
込
め
た
と
い
う
点
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
斯
か
る
理
解
は
ど
の
程
度
的
を
射
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

一
．
陳
寿
の
生
涯
と
同
時
代
評
価

　
『
三
国
志
』
は
、
西
晋
に
仕
え
た
陳
寿
（
字
は
承
祚
。
二
三
三
？
〜
二
九
七
？
）
の
編
ん
だ
紀
伝
体
の
史
書
で
あ
る
。
陳
寿
は
元
来
蜀
漢
の

陳
寿
の
処
世
と
『
三
国
志
』
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人
で
、
蜀
漢
が
曹
魏
に
滅
ぼ
さ
れ
て
後
、
曹
魏
に
は
仕
官
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
曹
魏
も
西
晋
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
、
西
晋
に
仕
え
、
魏

書
三
十
巻
、
蜀
書
十
五
巻
、
呉
書
二
十
巻
、
合
計
六
十
五
巻（2
）か
ら
成
る
『
三
国
志
』
と
題
す
る
史
書
を
編
ん
だ
。
う
ち
、
魏
書
・
呉
書
は
先
行

す
る
史
料
を
収
集
・
斟
酌
し
た
も
の
を
主
な
内
容
と
し
、
蜀
書
は
彼
自
ら
の
手
に
な
る
部
分
が
多
い
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
（
一
）　

陳
寿
略
歴

　

ま
ず
、
陳
寿
の
略
歴
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
彼
に
関
す
る
基
礎
資
料
は
『
晋
書
』
巻
八
十
二
・
陳
寿
伝
、
及
び
『
華
陽
国
志
』
巻
十
一
・

後
賢
志
八
・
陳
寿
の
項
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
記
述
に
は
矛
盾
も
あ
り
、
ま
た
両
伝
と
も
内
容
が
極
め
て
簡
素
な
た
め
、
彼
の
生
涯
を
正

確
に
追
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ（3
）、『
三
国
志
』
の
成
立
お
よ
び
込
め
ら
れ
た
意
図
に
関
わ
り
の
あ
る

事
象
を
中
心
に
見
て
ゆ
き
た
い
。

　

陳
寿
は
、
巴
西
郡
安
漢
県
（
現
在
の
四
川
省
南
充
市
）
を
本
籍
と
す
る
蜀
漢
出
身
の
人
物
で
あ
る
。
生
年
は
、『
晋
書
』
本
伝
に
「
元
康
七

年
（
二
九
七
）
病
卒
、
時
年
六
十
五
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
蜀
漢
の
建
興
二
年
（
二
三
三
）
の
生
ま
れ
と
す
る
説
が
有
力
だ
が
、
津
田
資
久

〈
二
〇
〇
一
〉
は
、
こ
の
元
康
七
年
と
い
う
没
年
は
成
立
し
得
な
い
と
説
く
。

　

陳
寿
は
は
じ
め

周（4
）に

師
事
し
、
そ
の
後
蜀
漢
の
官
僚
と
し
て
仕
官
し
た
。
そ
の
就
任
官
職
や
経
歴
な
ど
に
は
諸
説
あ
る
が
、
諸
葛
瞻
の
衛

将
軍
主
簿
、
東
観
秘
書
郎
を
歴
任
し
た
と
津
田
〈
二
〇
〇
一
〉
は
ま
と
め
て
い
る（5
）。

東
観
と
は
後
漢
に
お
け
る
宮
中
文
庫
の
こ
と
で
、
漢
の
同

時
代
史
で
あ
る
『
東
観
漢
記
』
は
、
こ
こ
で
編
纂
さ
れ
た
。
自
ら
を
漢
と
称
し
た
蜀
漢
で
は
、
官
僚
制
度
も
基
本
的
に
は
後
漢
の
そ
れ
を
踏
襲

し
て
い
た
か
ら
、
陳
寿
も
ま
た
同
時
代
史
編
纂
に
職
務
上
関
わ
り
、
蜀
漢
の
歴
史
に
通
暁
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
後
に
『
三
国
志
』
を
著

す
下
地
が
見
い
だ
せ
る
。

　

や
が
て
蜀
漢
は
曹
魏
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
（
二
六
三
年
）、
そ
の
曹
魏
も
ま
た
禅
譲
を
迫
ら
れ
て
西
晋
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
（
二
六
五
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年
）。
陳
寿
は
武
帝
期
の
西
晋
に
仕
官
し
、
佐
著
作
郎
、
つ
い
で
著
作
郎
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
杜
預
・
張
華
の
働
き
か
け
に
よ
り
治
書
侍
御

史
・
兼
中
書
侍
郎
・
領
著
作
郎
と
官
を
進
め
る
が
、
長
広
（
現
在
の
山
東
省
莱
陽
市
）
太
守
に
左
遷
さ
れ
た（6
）。
こ
れ
は
、
陳
寿
が
張
華
の
派
閥

に
属
し
て
お
り
、
張
華
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
時
の
権
臣
・
荀

に
睨
ま
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
人
事
と
の
前
後
関
係
は
不
明

な
が
ら
、
陳
寿
の
『
三
国
志
』
が
成
書
し
た
の
は
、
晋
に
よ
る
天
下
統
一
が
達
成
さ
れ
た
後
の
こ
と
と
い
う
。
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
母
を
帰
葬

し
な
か
っ
た
と
い
う
不
孝
の
か
ど
で
貶
議
を
蒙
っ
た
の
も
こ
の
時
期
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る（7
）。

そ
の
後
恵
帝
期
に
は
太
子
中
庶
子
に
除
せ
ら
れ

た
が
、
太
子
廃
立
に
伴
い
兼
散
騎
常
侍
と
な
っ
た（8
）。

や
が
て
、
張
華
が
非
業
の
最
期
を
遂
げ
た
の
ち
、
陳
寿
は
洛
陽
に
お
い
て
亡
く
な
っ
た（9
）。

　
　
　
　
　
　
（
二
）
同
時
代
に
お
け
る
陳
寿
評

　

続
い
て
、『
三
国
志
』
お
よ
び
陳
寿
に
対
す
る
同
時
代
人
の
評
価
を
、『
晋
書
』
巻
八
十
二
・
陳
寿
伝
を
元
に
概
観
し
て
み
よ
う
。

…
…
〔
陳
壽
〕
撰
魏
吳
蜀
三
國
志
、
凡
六
十
五
篇
。
時
人
稱
其
善
敘
事
、
有
良
史
之
才
。
夏
侯
湛
時
著
『
魏
書
』、
見
〔
陳
〕
壽
所
作
、

便
壞
己
書
而
罷
。
張
華
深
善
之
、
謂
壽
曰
、「
當
以
『
晉
書
』
相
付
耳
。」
其
爲
時
所
重
如
此
。
或
云
、
丁
儀
・
丁

有
盛
名
於
魏
、
壽
謂

其
子
曰
、「
可
覓
千
斛
米
見
與
、
當
爲
尊
公
作
佳
傳
。」
丁
不
與
之
、
竟
不
爲
立
傳
。
壽
父
爲
馬
謖
參
軍
、
謖
爲
諸
葛
亮
所
誅
、
壽
父
亦
坐

被

、
諸
葛
瞻
又
輕
壽
。
壽
爲
亮
立
傳
、
謂
亮
將
略
非
長
、
無
應
敵
之
才
、
言
瞻
惟
工
書
、
名
過
其
實
。
議
者
以
此
少
之
。
…
…
元
康
七

年
、
病
卒
、
時
年
六
十
五
。
梁
州
大
中
正
・
尚
書
郎
范

等
上
表
曰
、「
…
…
臣
等
案
、
故
治
書
侍
御
史
陳
壽
作
『
三
國
志
』、
辭
多
勸

誡
、
明
乎
得
失
、
有
益
風
化
、
雖
文
艷
不
若
相
如
、
而
質
直
過
之
、
願
垂
採
錄
。」
於
是
詔
下
河
南
尹
・
洛
陽
令
、
就
家
寫
其
書
）
10
（

。

　

上
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
陳
寿
の
『
三
国
志
』
は
よ
く
書
け
て
い
る
と
讃
え
ら
れ
、
こ
れ
を
読
ん
だ
夏
侯
湛
が
自
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著
『
魏
書
』
を
破
棄
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
だ
が
一
方
で
、「
丁
儀
・
丁

の
子
が
賄
賂
と
し
て
米
を
く
れ
な
か
っ
た
の
で
、
丁
儀
・
丁

の

伝
を
立
て
な
か
っ
た
）
11
（

」、「
陳
寿
の
父
は
諸
葛
亮
か
ら

刑
に
処
せ
ら
た
の
で
「
諸
葛
亮
は
軍
略
の
才
が
無
か
っ
た
」
と
評
し
た
」、「
陳
寿
自
身

が
諸
葛
瞻
に
軽
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
、「
諸
葛
瞻
の
名
声
は
実
際
を
超
え
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
評
し
た
」
と
い
う
風
評
が
立
ち
、
人
々
か

ら
軽
ん
じ
ら
れ
た
。
陳
寿
の
死
後
、『
三
国
志
』
を
教
化
に
有
益
な
書
だ
と
す
る
范

の
上
書
が
納
れ
ら
れ
、『
三
国
志
』
を
筆
写
す
る
勅
命
が

下
っ
た
。

　

以
上
を
見
る
と
、
陳
寿
の
存
命
中
よ
り
既
に
筆
を
枉
げ
た
こ
と
に
対
す
る
疑
惑
が
囁
か
れ
て
い
た
が
、『
三
国
志
』
に
対
す
る
評
価
は
総
じ

て
高
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
い
っ
た
人
生
を
歩
ん
だ
陳
寿
が
『
三
国
志
』
に
込
め
た
思
い
と
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

二
．　

陳
寿
の
三
国
描
写

　
　
　
　
　
　
（
一
）『
三
国
志
』
の
体
裁

　
『
三
国
志
』
は
紀
伝
体
の
体
裁
を
採
る
史
書
で
あ
る
。
志
や
表
に
当
た
る
部
分
は
無
く
本
紀
と
列
伝
の
み
か
ら
成
る
、
文
字
通
り
紀
伝
体
の

書
で
、
前
述
の
通
り
魏
書
・
蜀
書
・
呉
書
の
三
部
構
成
で
あ
る
が
、
本
紀
は
魏
書
の
み
に
設
け
ら
れ
、
蜀
書
・
呉
書
は
総
て
列
伝
の
み
か
ら
成

る
。
こ
の
こ
と
は
、
皇
帝
が
蜀
漢
で
も
孫
呉
で
も
な
く
曹
魏
に
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
お
り
、
後
世
風
の
言
い
方
を
す

れ
ば
、『
三
国
志
』
が
体
裁
上
は
「
曹
魏
正
統
論
を
説
く
書
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
無
い
。

　

陳
寿
と
『
三
国
志
』
に
対
す
る
後
世
の
評
価
は
、
簡
潔
な
名
著
と
い
う
評
価
が
比
較
的
安
定
す
る
一
方
、
陳
寿
の
魏
呉
蜀
へ
の
筆
致
に
対
す

る
議
論
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
こ
う
い
っ
た
『
三
国
志
』
に
対
す
る
評
価
の
変
遷
を
、『
四
庫
全
書
総
目
』（
以
下
、『
四
庫
総
目
』
と

略
称
）
巻
四
十
五
・
正
史
類
『
三
国
志
』
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
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臣
等
謹
案
、『
三
國
志
』
六
十
五
卷
、
晉
陳
壽
撰
、
宋
裴
松
之
註
。
壽
事
迹
具
『
晉
書
』
本
傳
、
松
之
事
迹
具
『
宋
書
』
本
傳
。
凡
魏

志
三
十
卷
、
蜀
志
十
五
卷
、
吳
志
二
十
卷
。
其
書
以
魏
爲
正
統
、
至
習
鑿
齒
作
『
漢
晉
春
秋
』
始
立
異
議
。
自
朱
子
以
來
、
無
不
是
鑿
齒

而
非
壽
。
然
以
理
而
論
、
壽
之
謬
萬
萬
無
辭
。
以
勢
而
論
、
則
鑿
齒
帝
漢
順
而
易
、
壽
欲
帝
漢
逆
而
難
。
蓋
鑿
齒
時
晉
已
南
渡
、
其
事
有

類
乎
蜀
。
爲
偏
安
者
爭
正
統
、
此
孚
於
當
代
之
論
者
也
。
壽
則
身
爲
晉
武
之
臣
、
而
晉
武
承
魏
之
統
、
僞
魏
是
僞
晉
矣
。
其
能
行
於
當
代

哉
。
此
猶
宋
太
祖
簒
立
近
於
魏
、
而
北
漢
・
南
唐
蹟
近
於
蜀
、
故
北
宋
諸
儒
皆
有
所
避
、
而
不
僞
魏
。
高
宗
以
後
、
偏
安
江
左
、
近
於

蜀
。
而
中
原
魏
地
、
全
入
於
金
。
故
南
宋
諸
儒
乃
紛
紛
起
而
帝
蜀
。
此
皆
當
論
其
世
、
未
可
以
一
格
繩
也
。
…
…）12
（

　
「『
三
国
志
』
は
魏
を
「
正
統
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
誤
謬
は
言
い
訳
で
き
な
い
も
の
だ
が
、
曹
魏
を
継
承
し
て
成
立
し
た
西
晋
の
臣
下
で
あ

っ
た
陳
寿
に
は
、
魏
を
偽
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
」
と
あ
る
。
斯
か
る
『
三
国
志
』
へ
の
理
解
は
、
現
在
で
も
定
説
で
あ
る
。

　

だ
が
、
も
し
陳
寿
が
本
当
に
一
点
の
曇
り
も
な
く
「
曹
魏
が
唯
一
の
受
命
王
朝
」
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
の
な
ら
、
彼
は
自
著
の
名
を

『
魏
史
』
な
ど
の
曹
魏
の
史
書
で
あ
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
題
名
に
し
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
陳
寿
は
そ
う
は
せ
ず
、
敢
え
て
『
三
国

志
』
と
い
う
題
名
を
与
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
今
日
、
三
世
紀
の
中
国
が
曹
魏
が
天
下
を
統
べ
る
時
代
で
は
な
く
、
魏
蜀
呉
の
三
王
朝

が
覇
を
競
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
な
れ
ば
、「
確
か
に
陳
寿
は
曹
魏
の
み
に
本
紀
を
設
け
た
が
、
陳
寿
が
『
三

国
志
』
に
お
い
て
最
も
主
張
し
た
か
っ
た
こ
と
は
曹
魏
の
絶
対
性
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
で
は
陳
寿
の
秘
め
ら
れ
た
本
意

は
、
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
。



駒沢史学76号（2011） 74
　
　
　
　
　
　
（
二
）　

蜀
漢
賞
揚

　

現
在
に
至
る
ま
で
最
も
有
力
な
説
は
、「
密
か
に
祖
国
蜀
漢
を
称
揚
せ
ん
と
の
含
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
陳
寿
が

蜀
漢
に
贔
屓
的
筆
致
で
あ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
指
摘
が
あ
り
、
そ
の
端
的
な
証
拠
と
し
て
、
劉
備
・
劉
禅
に
対
す
る
「
先
主
」「
後
主
」
と
い

う
呼
称
が
挙
げ
ら
れ
る
。
孫
権
を
「
権
」
と
呼
び
捨
て
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
劉
備
父
子
の
扱
い
が
別
格
で
あ
る
こ
と
を
更
に
際
だ
た
せ
て
い

る
。

　

斯
か
る
説
の
う
ち
、
最
も
説
得
力
が
あ
る
説
と
し
て
よ
く
引
か
れ
る
の
が
、
朱
彝
尊
の
「
陳
寿
論
）
13
（

」
で
あ
る
。

　

陳
壽
、
良
史
也
。
世
誤
信
『
晉
書
』
之
文
謂
「
索
米
丁
氏
之
子
、
不
獲
、
竟
不
與
立
傳
。
又
輕
諸
葛
亮
「
將
略
非
長
、
無
應
敵
之

才
」」、
以
此
訕
壽
。
至
宋
尹
起
莘
、
從
而
甚
之
。
其
言
曰
、「
自
陳
壽
志
『
三
國
』、
全
以
天
子
之
志
予
魏
、
而
以
列
國
待
漢
。」
收
天
下
三

分
之
二
、
司
馬
氏
繼
之
、
于
時
作
史
者
、
王

則
有
『
魏
書
』、
魚
豢
則
有
『
魏
略
』、
孔
衍
則
有
『
魏
尙
書
』、
孫
盛
則
有
『
魏
春
秋
』、

郭
頒
則
有
『
魏
晉
世
語
』。
之
數
子
者
、
第
知
有
魏
而
已
。
壽
獨
齊
魏
于
吳
・
蜀
、
正
其
名
曰
『
三
國
』、
以
明
魏
不
得
爲
正
統
。
其
識
迥

拔
乎
流
俗
之
表
。
且
夫
魏
之
受
禪
也
、
劉

・
辛

・
華
歆
・
劉
若
輩
頌
功
德
、
李
伏
・
許
芝
上
符
瑞
、
先
後
動
百
餘
人
、
其
文
見
裴
松

之
注
。
至
今
遺
碑
在
許
、
大
書
深
刻
。
而
壽
盡
削
之
、
不
以
登
載
。
至
先
主
王
漢
中
、
卽
帝
位
武
擔
、
蜀
之
羣
臣
請
封
之
辭
・
勸
進
之

表
・
吿
祀
皇
天
后
土
之
文
、
大
書
特
書
、
明
著
昭
烈
之
紹
漢
統
、
予
蜀
以
天
子
之
制
。
足
以
見
良
史
用
心
之
苦
矣
。
街
亭
之
敗
、
壽
直
書

馬
謖
違
亮
節
度
、
擧
動
失
宜
、
爲
張

所
破
。
初
未
嘗
以
父
參
謖
軍
被
罪
、
借
私

咎
亮
。
至
謂
亮
「
應
變
將
略
、
非
其
所
長
」、
則
張

儼
・
袁
準
之
論
皆
然
、
非
壽
一
人
之
私
言
也
。
壽
於
魏
文
士
、
惟
爲
王
粲
・
衞
覬
五
人
等
立
傳
。
粲
取
其
興
造
制
度
、
覬
取
其
多
識
典

故
。
若
徐
幹
・
陳
琳
・
阮

・
應

・
劉
楨
、
僅
於
粲
傳
附
書
。
彼
丁
儀
・
丁

、
何
獨
當
立
傳
乎
。
造
此
謗
者
、
亦
未
明
壽
作
史
之
大

凡
矣
。
噫
、『
綱
目
』
紀
年
、
以
章
武
接
建
安
、
而
後
得
統
之
正
。
然
百
世
之
下
可
爾
。
其
在
當
時
、
蜀
入
于
魏
、
魏
禪
于
晉
。
壽
既
仕
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晉
、
安
能
顯
尊
蜀
以
干
大
戮
乎
。『
書
』
曰
、「
責
人
斯
無
難
。」
尹
氏
之
責
壽
、
予
竊
以
爲
、
未
得
其
平
也
）
14
（

。

　

こ
れ
は
大
変
に
鋭
い
指
摘
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
三
国
志
』
は
、
唯
一
の
天
子
で
あ
る
は
ず
の
曹
丕
の
皇
帝

即
位
に
関
す
る
記
事
に
は
臣
下
の
勧
進
表
を
ほ
と
ん
ど
採
録
し
な
い
）
15
（

の
に
、
劉
備
の
皇
帝
即
位
の
記
事
に
は
即
位
の
詔
、
皇
天
后
土
に
告
祀
す

る
文
な
ど
を
余
す
と
こ
ろ
無
く
採
録
し
て
い
る
）
16
（

。
朱
彝
尊
は
、
こ
れ
を
最
大
の
論
拠
と
し
て
、
陳
寿
は
天
子
の
制
を
劉
備
に
与
え
て
い
る
と
主

張
し
、
斯
か
る
論
を
展
開
し
た
陳
寿
を
良
史
と
讃
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

陳
寿
の
蜀
漢
寄
り
の
筆
致
は
、『
三
国
志
』
本
文
の
採
録
す
る
冊
書
の
数
お
よ
び
そ
の
内
容
か
ら
も
明
ら
か
と
な
る
。
筆
者
の
調
べ
で
は
、

同
書
に
は
「
冊
」
と
し
て
収
録
さ
れ
る
も
の
が
二
）
17
（

、「
策
」
の
引
用
が
十
七
）
18
（

、
合
計
十
九
の
冊
書
引
用
が
あ
り
、
数
の
内
訳
は
、
魏
志
が
四
、

蜀
志
が
十
三
、
呉
志
が
二
と
な
る
。
た
だ
し
、
例
え
ば
、
呉
志
所
載
の
孫
権
へ
の
九
錫
下
賜
の
冊
書
が
曹
丕
の
発
布
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う

に
、
収
録
先
と
発
布
元
が
一
致
し
な
い
事
例
も
あ
る
た
め
、
上
記
の
数
字
が
た
だ
ち
に
陳
寿
の
三
国
に
対
す
る
重
視
の
度
合
い
を
示
す
も
の
と

は
言
え
な
い
。
だ
が
そ
れ
で
も
、
蜀
に
比
重
が
傾
い
て
い
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
特
に
目
を
引
く
の
は
、
皇
太
子
・
皇
后
の
冊
立
や
、
張

飛
・
馬
超
へ
の
冊
書
な
ど
、
劉
備
が
帝
位
に
即
い
た
章
武
元
年
発
布
の
も
の
が
多
い
こ
と
で
、
魏
の
皇
族
関
係
で
は
卞
氏
を
王
太
后
と
す
る
冊

書
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
こ
と
と
比
較
し
て
も
、
劉
備
の
即
位
を
華
や
か
に
彩
り
、
皇
帝
と
し
て
権
威
づ
け
る
意
図
が
看
取
で
き
る
。
諸
葛
亮

に
対
す
る
冊
書
の
数
が
三
つ
も
見
え
る
こ
と
も
、
彼
に
対
す
る
陳
寿
の
思
い
入
れ
を
示
す
も
の
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
蜀
漢
人
士
に

対
す
る
讃
辞
で
満
ち
た
『
季
漢
輔
臣
賛
』
が
、
蜀
志
の
末
尾
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
蜀
志
十
五
・
楊
戯
伝
）
こ
と
も
、
陳
寿
の
蜀
漢
重
視
の
姿

勢
の
証
左
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

か
か
る
蜀
漢
に
対
す
る
筆
致
の
動
機
は
、
旧
蜀
漢
人
士
で
あ
る
彼
が
抱
い
た
で
あ
ろ
う
祖
国
称
揚
の
意
図
に
求
め
ら
れ
る
。
李
徳
林
は
、
魏

収
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、
早
く
も
そ
の
点
を
指
摘
す
る
（『
隋
書
』
巻
四
十
二
・
李
徳
林
伝
）。
渡
邉
義
浩
〈
一
九
九
八
〉
は
、
陳
寿
を
含
め

旧
蜀
漢
人
士
が
西
晋
に
お
い
て
不
遇
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
陳
寿
は
『
三
国
志
』
に
お
い
て
諸
葛
亮
の
「
忠
」
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
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て
旧
蜀
漢
人
士
の
登
用
を
訴
え
る
意
図
が
あ
っ
た
と
説
く
。
ま
た
同
〈
二
〇
〇
八
〉
は
陳
寿
の
意
図
を
、
天
命
が
「
後
漢
↓
季
漢
（
蜀
漢
）
↓

曹
魏
↓
西
晋
」
と
い
う
伝
わ
り
方
を
し
た
と
論
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
蜀
漢
の
正
統
性
を
潜
ま
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
三
）　

三
国
に
対
す
る
比
重

　

陳
寿
の
蜀
漢
に
対
す
る
好
意
的
態
度
は
明
ら
か
で
あ
り
、
特
に
「
劉
備
を
こ
そ
正
式
の
皇
帝
と
見
な
し
た
か
っ
た
節
が
あ
る
」
と
い
う
朱
彝

尊
の
指
摘
は
非
常
に
鋭
い
。
だ
が
裏
を
返
せ
ば
、
春
秋
の
学
が
古
く
か
ら
発
達
し
、
微
言
大
義
を
史
書
に
込
め
る
伝
統
の
強
い
中
国
に
お
い

て
、
こ
の
よ
う
な
陳
寿
の
意
図
が
当
時
に
あ
っ
て
看
破
さ
れ
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
ま
し
て
同
時
代
人
な
ら
ば
、
そ
う
い
っ
た
点
に
な
お
さ

ら
敏
感
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
『
三
国
志
』
が
西
晋
朝
廷
に
お
い
て
公
式
の
史
書
と
し
て
認
可
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
陳
寿
の
筆
致

も
、
魏
よ
り
禅
譲
を
受
け
成
立
し
た
晋
朝
に
お
い
て
「
密
か
に
蜀
漢
を
受
命
王
朝
扱
い
し
た
記
述
だ
」
な
ど
と
は
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
な
る
。
つ
ま
り
、『
三
国
志
』
は
、
後
世
の
人
々
が
考
え
る
ほ
ど
の
明
確
な
蜀
漢
正
統
論
的
な
意
図
は
込
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

先
に
、
冊
書
に
着
目
し
た
尊
蜀
の
筆
致
を
論
じ
た
が
、
斯
か
る
点
か
ら
分
析
を
試
み
た
場
合
、
尊
蜀
と
は
異
な
る
傾
向
が
見
い
だ
せ
る
事
例

も
あ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
曹
操
や
孫
権
に
対
す
る
九
錫
文
が
採
録
さ
れ
て
い
る
（
魏
志
一
・
武
帝
本
紀
、
呉
志
二
・

呉
主
伝
）
こ
と
で
あ
る
。
曹
操
は
漢
献
帝
よ
り
、
孫
権
は
魏
文
帝
こ
と
曹
丕
よ
り
九
錫
を
下
賜
さ
れ
た
。
特
に
曹
操
の
九
錫
拝
受
の
意
味
は
大

き
く
、
魏
王
朝
は
実
質
、
曹
操
が
九
錫
を
賜
り
魏
公
と
な
っ
た
時
点
で
創
始
さ
れ
た
）
19
（

。
趙
翼
『
廿
二
史
箚
記
』
巻
七
・
禅
代
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
九
錫
文
は
漢
魏
以
降
、
禅
譲
革
命
の
開
始
を
象
徴
す
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
斯
か
る
認
識
は
三
国
時
代
の
人
々
に
も
既
に
存
在
し
て
い

た
。
蜀
の
李
厳
は
、
諸
葛
亮
に
対
し
「
九
錫
を
受
け
爵
を
進
め
て
王
を
称
す
る
よ
う
に
」
と
勧
め
、
劉
禅
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
暗
に
仄
め
か

し
て
い
る
（
蜀
志
十
・
李
厳
伝
注
『
諸
葛
亮
集
』）。
こ
の
逸
話
は
、
李
厳
や
諸
葛
亮
が
、
九
錫
拝
受
を
革
命
、
あ
る
い
は
そ
の
前
段
階
と
認
識
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し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
も
、
こ
の
故
事
を
伝
え
る
『
諸
葛
亮
集
』
が
陳
寿
の
編
纂
で
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
陳
寿
自
身
、
九

錫
拝
受
が
重
大
事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
同
時
代
人
か
ら
こ
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
た
九
錫
を
曹
操
や
孫
権
が
拝
受
し
た
こ
と
は
、
彼

ら
に
と
っ
て
絶
好
の
大
義
名
分
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
）
20
（

。
曹
丕
が
九
錫
を
軽
々
に
下
賜
し
た
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、
今
上
皇
帝
よ
り
の
後
継
者

指
名
に
等
し
い
九
錫
文
が
、
魏
や
呉
の
成
立
に
少
な
か
ら
ぬ
合
法
性
を
附
与
し
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
）
21
（

。
斯
か
る
九
錫
文
を
『
三
国
志
』
が
採

録
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
曹
操
や
孫
権
に
よ
る
新
政
権
樹
立
の
合
法
性
の
宣
伝
に
、
陳
寿
が
一
役
買
っ
た
と
す
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に

曹
操
へ
の
九
錫
文
は
、
曹
丕
へ
の
禅
譲
の
詔
と
並
ん
で
「
漢
↓
魏
」
と
い
う
継
承
関
係
を
直
接
に
証
明
す
る
文
献
で
あ
り
、
三
国
の
正
当
性
を

比
較
す
る
上
で
低
か
ら
ぬ
重
要
性
を
有
し
て
い
る
。
漢
献
帝
の
曹
丕
へ
の
禅
位
の
冊
書
が
持
つ
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

つ
ま
り
陳
寿
は
、
確
か
に
蜀
に
対
す
る
権
威
づ
け
に
最
も
腐
心
し
た
が
、
魏
や
呉
の
大
義
名
分
も
明
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
蜀
に
対
し

て
は
、
劉
備
が
臣
下
の
勧
進
を
受
け
即
位
し
た
こ
と
を
強
調
し
、
光
武
帝
に
よ
る
漢
朝
再
興
を
想
起
さ
せ
る
一
方
、
魏
に
対
し
て
は
、
漢
の
正

式
な
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
さ
ら
に
呉
に
対
し
て
は
、
漢
の
継
承
者
魏
よ
り
後
継
者
指
名
を
受
け
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
誤
解

を
恐
れ
ず
単
純
化
し
て
表
現
す
る
な
ら
ば
、
魏
の
「
漢
↓
魏
」
と
い
う
主
張
、
蜀
の
「
漢
＝
蜀
漢
」
と
い
う
主
張
、
呉
の
「
漢
↓
魏
↓
呉
」
と

い
う
主
張
を
、
陳
寿
は
い
ず
れ
も
記
録
に
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
書
名
を
『
三
国
志
』
と
名
付
け
る
以
上
、
当
然
の
措
置
と
言
え
よ
う
が
、

こ
の
点
に
お
い
て
、
陳
寿
の
公
正
な
史
家
と
し
て
の
態
度
は
賞
賛
さ
れ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
蜀
の
権
威
は
抜
き
ん
出
て
い
る
が
、
さ
り

と
て
魏
呉
を
完
全
な
非
合
法
政
権
と
一
蹴
し
て
い
る
わ
け
で
は
全
く
無
い
）
22
（

。
斯
か
る
陳
寿
の
筆
法
を
「
蜀
漢
正
統
論
」
と
理
解
し
て
し
ま
う

と
、
あ
た
か
も
陳
寿
は
蜀
の
み
を
合
法
政
権
と
し
、
魏
呉
は
全
く
取
り
合
わ
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
誤
解
を
生
む
。
そ
れ
よ
り
は
、『
三
国
志
』

は
、
比
重
の
差
こ
そ
あ
れ
、
三
国
い
ず
れ
に
対
し
て
も
一
定
の
合
法
性
を
認
め
て
い
る
と
見
た
ほ
う
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ

陳
寿
は
こ
の
よ
う
な
筆
法
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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（
四
）
西
晋
へ
の
迎
合
と
『
三
国
志
』
と
い
う
書
名

　

陳
寿
が
『
三
国
志
』
を
著
し
た
最
大
の
目
的
と
し
て
指
摘
し
得
る
の
は
、
晋
朝
へ
の
迎
合
で
あ
る
。
本
田
済
〈
一
九
六
二
〉
が
簡
潔
に
ま
と

め
る
よ
う
に
、『
三
国
志
』
が
晋
に
対
し
最
も
筆
を
曲
げ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
数
多
い
。
曹
魏
に
の
み
本
紀
を
設
け
る
記
述
体
裁
自
体
、
曹

魏
よ
り
禅
譲
を
受
け
た
西
晋
へ
の
配
慮
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
曹
魏
の
み
に
本
紀
を
設
け
な
が
ら
、
曹
操
・
曹
丕
・

曹
叡
と
代
が
下
る
に
つ
れ
、
否
定
的
側
面
が
強
調
さ
れ
る
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
晋
が
魏
に
取
っ
て
代
わ
る
の
が
当
然

だ
と
読
者
に
印
象
づ
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
高
貴
郷
公
曹
髦
の
弑
逆
事
件
に
関
す
る
「〔
甘
露
五
年
〕
五
月
己
丑
、
高
貴
鄕
公

卒
、
年
二
十
。」（
魏
志
四
・
三
少
帝
紀
）
と
い
う
記
述
は
、
司
馬
氏
へ
の
迴
護
の
最
た
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
）
23
（

。

　

斯
か
る
陳
寿
の
晋
に
対
す
る
筆
法
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、『
三
国
志
』
と
い
う
書
名
す
ら
、
西
晋
賛
美
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
天
下
が
三
つ
に
分
裂
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
題
名
を
冠
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
統
一
し
た
西
晋
の
功
績
が
強
調
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
最
も
雄
弁
に
物
語
る
の
は
、
劉
禅
が
魏
に
降
伏
を
申
し
出
る
書
状
、
劉
禅
を
安
楽
公
に
封
ず
る
冊
書
（
蜀
志
三
・

後
主
伝
）、
孫
晧
が
晋
に
投
降
の
許
可
を
願
い
出
る
書
状
と
、
彼
を
帰
命
侯
と
す
る
詔
（
呉
志
三
・
三
嗣
主
伝
）
を
『
三
国
志
』
が
採
録
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　

劉
禅
の
降
伏
文
か
ら
見
て
み
よ
う
。
同
文
は
ま
ず
、
蜀
と
い
う
片
隅
に
隔
絶
し
、
天
命
に
背
き
魏
に
逆
ら
い
続
け
た
罪
を
詫
び
、
天
威
が
振

る
わ
れ
、
人
鬼
と
も
に
能
に
帰
す
る
運
命
に
あ
る
と
述
べ
る
。
帰
順
す
る
対
象
を
魏
で
は
な
く
「
能
」
す
な
わ
ち
司
馬
昭
と
す
る
含
意
が
看
取

で
き
る
が
、
同
文
は
更
に
「
伏
惟
、
大
魏
布
德
施
化
、
宰
輔
伊
・
周
、
含
覆
藏
疾
）
24
（

」
す
な
わ
ち
、
魏
は
徳
を
し
き
教
化
を
施
し
、
伊
尹
・
周
公

に
比
す
べ
き
賢
臣
を
宰
相
と
し
、
寛
大
に
も
悪
人
を
お
許
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
投
降
し
ま
す
、
と
続
き
、
印
綬
を
奉
り
投
降
す
る
旨
を
述
べ

て
終
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
蜀
が
魏
に
降
伏
す
る
の
は
、
魏
が
伊
尹
・
周
公
こ
と
司
馬
昭
の
輔
佐
を
得
て
い
る
か
ら
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。『
三

国
志
』
が
同
文
を
採
録
す
る
意
図
が
「
蜀
は
司
馬
氏
に
帰
順
し
た
」
と
い
う
主
張
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
後
主
伝
は
続
け
て
、「
漢
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室
が
統
を
失
し
た
際
、
劉
備
は
西
方
を
隔
絶
さ
せ
、
戦
乱
が
続
い
た
が
、
お
前
は
身
を
屈
し
た
の
で
、
そ
れ
を
嘉
す
る
」
と
い
う
冊
書
を
載
せ

た
上
で
、
劉
禅
が
晋
の
泰
始
七
年
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
陳
寿
は
そ
ん
な
劉
禅
を
、
諸
葛
亮
が
没
し
宦
官
を
重
用
し
て
か
ら
暗

愚
に
な
っ
た
と
評
す
る
。
か
か
る
筆
致
は
、
陳
寿
の
魏
帝
に
対
す
る
評
価
が
、
曹
操
以
来
代
を
重
ね
る
ご
と
に
下
が
っ
て
い
る
の
と
同
様
に
理

解
で
き
よ
う
。
諸
葛
亮
死
後
の
劉
禅
は
、
晋
に
降
伏
す
べ
き
存
在
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
郷
里
の
元
皇
帝
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
陳

寿
の
劉
禅
評
は
、「
楽
不
思
蜀
」
の
故
事
に
代
表
さ
れ
る
暗
君
の
代
表
と
い
う
ほ
ど
に
は
悪
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

孫
晧
の
降
伏
文
も
見
て
お
こ
う
。
同
文
は
「
漢
室
が
統
を
失
し
天
下
が
分
裂
し
た
際
、
我
が
先
祖
は
江
南
を
拠
点
と
し
魏
と
隔
絶
し
ま
し
た

が
、
晋
が
起
こ
り
徳
が
天
下
を
覆
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
今
更
な
が
ら
降
伏
す
る
の
で
寛
大
な
処
置
を
願
う
と
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し

晋
武
帝
は
「
孫
晧
は
切
迫
し
て
帰
順
し
た
が
、
こ
れ
を
憐
れ
に
思
う
の
で
、
帰
命
侯
の
号
を
賜
う
」
と
の
詔
を
降
し
た
。
斯
か
る
孫
晧
に
対
す

る
陳
寿
の
評
は
劉
禅
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
辛
辣
で
、「
非
道
な
孫
晧
は
斬
首
し
て
人
々
に
謝
罪
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
死
罪
を
許
さ
れ
た
上
に

帰
命
侯
の
号
を
加
え
ら
れ
た
の
は
、（
天
子
司
馬
炎
の
）
寛
大
な
る
恩
、
過
度
の
厚
遇
で
は
な
い
か
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
酷
評
は
、
呉
が

陳
寿
の
祖
国
で
は
な
い
か
ら
迴
護
す
る
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
加
え
、
孫
晧
の
投
降
が
劉
禅
よ
り
も
遅
い
、
換
言
す
れ
ば
、

呉
は
蜀
よ
り
晋
に
対
し
従
順
で
な
い
と
い
う
批
判
で
あ
ろ
う
）
25
（

。
そ
し
て
、
こ
ん
な
に
も
許
し
難
い
孫
晧
を
許
し
た
司
馬
炎
の
寛
大
さ
を
讃
え

て
、
呉
志
三
は
終
わ
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
陳
寿
は
、
魏
帝
曹
奐
か
ら
司
馬
炎
へ
の
禅
譲
を
明
記
し
「
魏
↓
晋
」
の
継
承
関
係
を
示
す
（
魏
志
四
・
三
少
帝
本
紀
）
の
に
加
え

て
、
呉
蜀
の
投
降
に
ま
つ
わ
る
一
連
の
文
書
を
採
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
蜀
↓
晋
」「
呉
↓
晋
」
と
い
う
継
承
関
係
を
も
示
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
さ
き
に
、『
三
国
志
』
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
三
国
い
ず
れ
に
対
し
て
も
一
定
の
合
法
性
を
認
め
て
い
た
節
が
あ
る
と
述
べ
た
が
、
そ

の
理
由
は
こ
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。『
三
国
志
』
の
提
示
す
る
継
承
関
係
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
魏
の
主
張
す
る
「
漢
↓
魏
」、
蜀
の
主
張
す
る

「
漢
＝
蜀
漢
」、
呉
の
主
張
す
る
「
漢
↓
魏
↓
呉
」
の
三
つ
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
途
中
経
過
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
三
つ
の
継
承
関

係
は
す
べ
て
、
最
後
に
「
↓
晋
」
が
加
わ
っ
て
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
陳
寿
が
『
三
国
志
』
に
お
い
て
述
べ
た
か
っ
た
こ
と
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は
、「
漢
＝
蜀
↓
晋
」（
あ
る
い
は
「
漢
↓
魏
↓
晋
」）
と
い
う
一
本
道
の
継
承
関
係
│
│
後
世
風
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
正
統
」
の
系
譜
│
│
で

は
な
く
、「
漢
↓
魏
↓
晋
」「
漢
＝
蜀
↓
晋
」「
漢
↓
魏
↓
呉
↓
晋
」
の
三
本
の
系
譜
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
晋
に
帰
着
し
た
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
蜀
呉
い
ず
れ
の
投
降
の
事
例
で
も
、「
漢
が
統
を
失
し
て
天
下
は
分
裂
し
た
が
、
晋
が
現
れ
た
の
で
投
降
す

る
」
と
い
う
趣
旨
の
表
現
が
見
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
。
手
厳
し
い
評
価
と
な
る
が
、
先
に
指
摘
し
た
「
陳
寿
の
公
正
な
史
家
と
し

て
の
態
度
」
も
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
西
晋
賞
賛
を
動
機
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。「
漢
が
有
し
て
い
た
天
下
は
三
分
さ
れ
た
。

魏
呉
蜀
は
各
々
、
自
己
の
正
当
性
を
主
張
し
あ
い
、
戦
乱
と
分
裂
が
続
い
た
。
し
か
し
こ
の
三
国
は
い
ず
れ
も
自
ら
晋
の
臣
下
と
な
り
、
こ
こ

に
天
下
は
平
定
さ
れ
た
。
晋
は
、
三
国
す
べ
て
を
統
一
し
、
各
々
の
主
張
し
た
合
法
性
を
も
有
し
た
、
最
も
偉
大
な
存
在
で
あ
る
」
│
│
『
三

国
志
』
か
ら
は
、
そ
ん
な
主
張
が
読
み
取
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
五
）
陳
寿
の
曲
筆
の
姿
勢

　

陳
寿
が
迎
合
し
た
先
は
、
西
晋
と
い
う
政
権
や
皇
族
だ
け
で
は
な
い
。
極
め
て
個
人
的
な
人
間
関
係
に
基
づ
い
た
曲
筆
す
ら
『
三
国
志
』
に

は
見
ら
れ
る
。

　

陳
寿
の
曲
筆
に
つ
い
て
、
津
田
資
久
〈
二
〇
〇
一
〉、
同
〈
二
〇
〇
三
〉
は
以
下
の
よ
う
な
指
摘
を
す
る
。
曹
丕
曹
植
の
不
仲
や
曹
魏
の
親

族
抑
圧
政
策
は
、
陳
寿
が
多
分
に
創
作
し
た
も
の
で
、
事
実
で
は
な
い
。
ま
た
、『
三
国
志
』
で
唯
一
の
伝
序
で
あ
る
曹
魏
の
后
妃
伝
の
序
は
、

曹
魏
に
お
い
て
外
戚
の
専
横
が
無
か
っ
た
こ
と
を
美
点
と
し
て
讃
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
記
述
を
し
た
陳
寿
の
意
図
は
、
親

族
を
抑
圧
し
た
曹
魏
が
早
々
に
滅
亡
し
た
こ
と
を
訓
誡
と
し
て
、
晋
朝
皇
族
に
よ
る
至
親
輔
翼
体
制
を
主
張
す
る
こ
と
、
司
馬
攸
帰
藩
を
諫
止

す
る
こ
と
）
26
（

、
司
馬
炎
の
外
戚
楊
氏
の
擡
頭
を
戒
め
る
こ
と
、
長
子
相
続
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
よ
り
（
司
馬
攸
で
な
く
）
司
馬
炎
が
皇
位
に
あ

る
こ
と
を
正
当
化
し
、
不
慧
が
明
ら
か
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
司
馬
衷
の
皇
位
継
承
を
も
擁
護
す
る
こ
と
、
に
あ
っ
た
。
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ま
た
渡
邉
義
浩
〈
二
〇
〇
八
〉
は
、
曹
丕
・
曹
植
の
不
仲
を
陳
寿
の
創
作
と
す
る
津
田
説
は
否
定
す
る
が
、
陳
寿
は
西
晋
の
正
統
化
を
優
先

し
て
い
た
こ
と
、
従
っ
て
彼
の
曹
魏
尊
重
は
表
面
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
、
孫
呉
最
後
の
皇
帝
で
あ
る
孫
晧
を
厳
し
く
評
価
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
伐
呉
推
進
派
で
あ
り
陳
寿
を
抜
擢
し
た
張
華
・
杜
預
を
支
持
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
『
三
国
志
』
の
筆
致
に
政
権
へ
の
迎
合
を
看
取
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
先
行
研
究
の
見
解
は
お
お
む
ね
一
致
す
る
。
ま
た
、
陳
寿
を
引

き
立
て
た
杜
預
の
祖
父
・
杜
畿
は
、
魏
志
十
六
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
称
賛
の
度
合
い
は
杜
畿
の
活
躍
の
実
態
と
比
し
た
時
、
異
常
と

も
言
え
る
高
さ
で
あ
り
）
27
（

、
こ
れ
も
陳
寿
の
杜
預
に
対
す
る
迴
護
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

陳
寿
の
描
く
三
国
時
代
に
、
彼
の
生
き
た
西
晋
朝
の
情
勢
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め
て
良
い
。
陳
寿
は
、
自
ら
の
仕
え
た
西

晋
王
朝
や
主
君
・
司
馬
炎
の
み
な
ら
ず
、
杜
預
・
張
華
と
い
っ
た
自
ら
に
近
し
い
人
物
を
擁
護
・
迴
護
す
る
主
張
を
、
露
骨
に
『
三
国
志
』
に

盛
り
込
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
も
は
や
、『
四
庫
総
目
』
の
説
く
よ
う
な
「
陳
寿
は
晋
に
仕
え
た
の
で
や
む
を
得
ず
魏
を
正
統
と
し

た
」
と
い
う
範
疇
を
超
え
た
筆
の
枉
げ
方
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
『
三
国
志
』
に
は
、
陳
寿
の
渡
世
道
具
と
し
て
の
側
面
が
潜
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。

　

前
述
の
よ
う
に
生
前
の
陳
寿
は
、
私
怨
か
ら
諸
葛
亮
・
諸
葛
瞻
を
悪
く
評
し
た
と
批
判
さ
れ
た
り
、
袖
の
下
を
要
求
し
た
が
拒
絶
さ
れ
た
の

で
丁
儀
・
丁

を
立
伝
し
な
か
っ
た
と
噂
さ
れ
た
り
し
た
）
28
（

。
こ
れ
ら
の
真
偽
は
定
か
で
な
い
が
、「
陳
寿
は
賄
賂
如
何
で
筆
を
枉
げ
た
」
と
い

う
批
判
が
当
時
に
お
い
て
存
在
し
た
こ
と
自
体
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
検
証
し
て
き
た
陳
寿
の
曲
筆
を
鑑
み
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
批

判
は
、
あ
な
が
ち
根
も
葉
も
な
い
出
鱈
目
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

陳
寿
の
死
後
、『
三
国
志
』
を
筆
写
す
る
勅
命
が
下
っ
た
こ
と
は
、『
三
国
志
』
が
晋
朝
公
認
の
お
墨
付
き
を
貰
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
西

晋
朝
が
『
三
国
志
』
を
政
権
公
認
の
書
と
し
た
理
由
は
、
同
書
の
内
容
が
西
晋
朝
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
要
素
を
ふ
ん
だ
ん
に
有
し
て
い
た

（
少
な
く
と
も
当
時
の
政
権
は
そ
う
判
断
し
た
）
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
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以
上
、
清
朝
考
証
学
を
含
め
た
先
行
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、『
三
国
志
』
の
特
徴
お
よ
び
陳
寿
の
意
図
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。
そ
れ

ら
を
本
論
の
主
旨
に
沿
っ
て
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

陳
寿
は
密
か
に
、
故
国
蜀
漢
に
対
す
る
贔
屓
的
描
写
を
随
所
に
残
し
た
が
、
そ
れ
で
も
曹
魏
に
の
み
本
紀
を
設
け
る
こ
と
で
、
少
な
く
と
も

体
裁
上
は
曹
魏
を
三
国
で
唯
一
の
正
式
な
王
朝
で
あ
る
と
扱
っ
た
。
だ
が
彼
は
一
方
で
、
蜀
あ
る
い
は
魏
だ
け
の
優
位
を
説
く
こ
と
は
せ
ず
、

魏
呉
蜀
す
べ
て
に
対
し
相
応
の
権
威
を
認
め
た
。
そ
の
目
的
は
、
三
国
に
よ
る
天
下
分
裂
を
強
調
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
統
一
し
た
西

晋
を
最
も
偉
大
な
る
存
在
と
主
張
す
る
こ
と
に
あ
る
。
斯
か
る
思
惑
の
結
果
が
『
三
国
志
』
と
い
う
書
名
と
体
裁
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
も
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
彼
は
、
自
ら
の
属
す
る
派
閥
に
贔
屓
的
な
描
写
を
す
る
な
ど
、
曲
筆
の
姿
勢
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　

三
．
陳
寿
の
「
不
遇
」
と
『
三
国
志
』

　
　
　
　
　
　
（
一
）
陳
寿
は
「
不
遇
」
か

　

陳
寿
は
一
般
に
、
不
遇
の
人
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
「
不
遇
」
と
は
具
体
的
に
は
、
権
力
を
握
っ
た
宦
官
・
黄
皓
に
睨

ま
れ
た
こ
と
、
父
の
服
喪
中
に
病
と
な
っ
た
た
め
薬
を
服
用
し
、
そ
れ
を
客
人
に
目
撃
さ
れ
て
郷
党
の
貶
議
を
蒙
っ
た
こ
と
）
29
（

（
以
上
、
蜀
漢
仕

官
時
）、
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
、『
三
国
志
』
に
筆
を
枉
げ
た
点
が
あ
る
と
批
判
さ
れ
た
り
、
張
華
閥
に
属
し
た
た
め
権
臣
・
荀

に
疎
ま
れ

て
出
世
が
頭
打
ち
と
な
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
最
大
の
「
不
遇
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、「
蜀
漢
を
正
統
と
信
じ
な
が
ら
も
、

西
晋
に
仕
え
る
役
人
と
し
て
、
意
に
反
し
て
曹
魏
を
正
統
と
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
、
本
田
済
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ

の
傾
向
は
清
朝
の
史
学
者
に
顕
著
で
あ
る
。『
四
庫
総
目
』
の
見
解
も
、
朱
彝
尊
の
「
陳
寿
論
」
も
、
こ
れ
を
基
本
的
見
解
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
こ
う
見
な
す
傾
向
は
、
今
な
お
強
い
）
30
（

。

　

だ
が
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
陳
寿
が
蜀
漢
だ
け
を
「
正
統
」
と
主
張
し
た
の
か
は
疑
問
で
あ
り
、
そ
こ
に
彼
の
「
不
遇
」
を
見
出
そ
う
と
い
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う
の
は
、
蜀
漢
正
統
論
が
隆
盛
し
た
後
世
か
ら
の
後
付
け
的
な
視
点
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
三
国
志
』
に
陳
寿
の
込
め
た
思
い
を
検
証

す
る
た
め
に
も
、
彼
が
本
当
に
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
悲
運
の
人
で
あ
っ
た
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
彼
の
官
歴
か
ら
見
て
い
こ
う
。
蜀
漢
時
代
の
陳
寿
は
、
益
州
従
事
か
ら
諸
葛
瞻
の
衛
将
軍
主
簿
、
東
観
秘
書
令
史
、
東
観
秘
書
郎

へ
と
官
を
進
め
て
い
る
。
斯
か
る
陳
寿
の
官
歴
に
つ
い
て
津
田
〈
二
〇
〇
一
〉
は
、
黄
皓
に
睨
ま
れ
て
地
方
へ
追
い
出
さ
れ
た
羅
憲
と
比
較

し
た
と
き
、「
陳
寿
は
卑
官
と
は
い
え
秘
書
郎
ま
で
中
央
官
を
累
遷
・
昇
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
黄
皓
と
の
正
面
か
ら
の
対
立
自
体

が
疑
問
視
さ
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
西
晋
に
仕
え
て
か
ら
の
陳
寿
は
、
佐
著
作
郎
（
七
品
官
）
と
し
て
官
途
に
就
い
た
。
宮
崎
市
定

《
一
九
五
六
》
に
よ
る
と
、
晋
代
に
お
い
て
郷
品
二
品
が
起
家
す
る
際
に
は
、
秘
書
郎
あ
る
い
は
佐
著
作
郎
が
清
官
と
し
て
好
ま
れ
た
と
い
う

か
ら
、
西
晋
朝
に
お
け
る
陳
寿
は
、
郷
品
二
品
か
そ
れ
に
準
ず
る
待
遇
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
後
も
、
地
方
に
左
遷
さ
れ
た

と
は
い
え
郡
太
守
は
五
品
、
都
に
戻
っ
て
か
ら
は
中
央
官
と
し
て
太
子
中
庶
子
（
五
品
）
と
な
っ
た
。
東
宮
官
の
一
つ
で
あ
る
太
子
中
庶
子

は
、
将
来
の
皇
帝
に
近
し
い
清
官
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、『
晋
書
』
陳
寿
伝
に
よ
る
と
、
結
局
太
子
中
庶
子
に
は
就
任
し
な
か
っ
た
と
あ
り
、

『
華
陽
国
志
』
で
も
、
皇
太
子
が
地
位
を
失
っ
た
（
そ
れ
と
同
時
に
陳
寿
も
太
子
中
庶
子
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
）
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
記
述
を
採
る
に
せ
よ
、
陳
寿
に
と
っ
て
太
子
中
庶
子
と
し
て
の
利
点
は
さ
ほ
ど
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
除
せ
ら
れ
た

こ
と
と
い
う
事
実
が
、
陳
寿
の
西
晋
朝
に
お
け
る
地
位
を
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
華
陽
国
志
』
に
よ
れ
ば
、
兼
散
騎
常
侍
（
三
品
、
た
だ

し
「
兼
」
す
な
わ
ち
兼
官
）
と
な
っ
て
お
り
、
加
え
て
、
恵
帝
が
直
々
に
張
華
に
対
し
陳
寿
の
才
能
を
讃
え
る
言
葉
を
残
し
て
い
る
上
に
、
張

華
は
陳
寿
を
九
卿
に
取
り
立
て
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
い
う
）
31
（

。
栄
華
を
極
め
た
と
い
う
に
は
程
遠
い
な
が
ら
、
な
か
な
か
な
官
歴
で
あ
る
と
評

し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
陳
寿
の
官
僚
人
生
が
常
に
順
風
満
帆
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、「
位
人
臣
を
極
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
点
で
は
、

陳
寿
は
「
不
遇
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
彼
の
人
生
が
常
に
受
難
続
き
で
良
い
こ
と
が
全
く
無
か
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。

『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』『
三
国
志
』
の
「
前
四
史
」
は
、
不
遇
の
史
家
に
よ
る
名
著
と
一
括
り
に
理
解
さ
れ
る
印
象
が
あ
る
が
、
こ
の
前
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四
史
の
著
者
の
経
歴
を
並
べ
て
み
た
と
き
、『
史
記
』
の
著
者
司
馬
遷
が
宮
刑
と
な
り
、『
漢
書
』
の
著
者
班
固
が
獄
死
し
、『
後
漢
書
』
の
著

者
范
曄
が
謀
反
人
の
一
味
と
し
て
刑
場
の
露
と
消
え
た
と
い
う
「
不
遇
」
と
比
し
た
時
、
少
な
く
と
も
陳
寿
を
彼
ら
三
人
と
同
列
に
「
不
遇
」

と
一
概
に
見
な
す
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
寧
ろ
、
旧
蜀
漢
人
士
が
六
朝
期
官
界
に
お
い
て
不
遇
で
あ
っ
た
）
32
（

こ
と
を
踏
ま
え
て
彼
の
官
歴

を
見
る
と
、
陳
寿
は
旧
蜀
漢
人
士
と
し
て
は
異
例
と
も
言
え
る
出
世
頭
だ
っ
た
と
す
ら
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
（
二
）
陳
寿
と
荀

・
張
華

　

こ
こ
で
、
陳
寿
の
「
不
遇
」
の
原
因
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
荀

に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
陳
寿
が
荀

と
険
悪
な
関
係
に
あ
っ
た
と
す

る
史
料
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
。
だ
が
、
陳
寿
と
荀

の
関
係
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
記
述
が
『
華
陽
国
志
』
に
残
っ
て
い
る
。

…
…
吳
平
後
、〔
陳
〕
壽
乃
鳩
合
三
國
史
、
著
魏
・
吳
・
蜀
三
書
六
十
五
篇
、
號
『
三
國
志
』。
又
著
『
古
國
志
』
五
十
篇
、
品
藻
典
雅
。

中
書
監
荀

・
令
張
華
深
愛
之
、
以
班
固
・
史
遷
（
司
馬
遷
）
不
足
方
也
。…
…〔
張
〕
華
表
令
兼
中
書
郞
。
而
壽
『
魏
志
』
有
失
〔
荀
〕

意
、

不
欲
其
處
內
、
表
爲
長
廣
太
守
）
33
（

。（『
華
陽
国
志
』
巻
十
一
・
後
賢
志
八
・
陳
寿
）

　

要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
晋
が
孫
呉
を
平
定
す
る
と
、
陳
寿
は
『
三
国
志
』
と
『
古
国
志
』
を
著
し
た
。
荀

と
張
華
は
彼
を

深
く
愛
し
、『
漢
書
』
の
著
者
班
固
や
『
史
記
』
の
著
者
司
馬
遷
を
も
上
回
る
評
価
を
与
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
陳
寿
の
著
し
た
魏
志
（
す
な
わ

ち
『
三
国
志
』
魏
書
）
に
、
荀

の
意
に
沿
わ
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
で
彼
の
不
興
を
買
い
、
長
広
太
守
に
左
遷
さ
れ
た
、
と
い
う
。

　

こ
の
記
述
を
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
、「『
三
国
志
』
の
著
者
で
あ
る
陳
寿
を
一
度
は
絶
賛
し
た
荀

が
、
後
に
な
っ
て
『
三
国
志
』
の
一
部
で

あ
る
魏
志
に
不
快
感
を
抱
き
、
陳
寿
を
左
遷
し
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
度
は
手
放
し
で
陳
寿
を
絶
賛
し
た
荀

が
、
一
転
し
て
陳
寿
を
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疎
ん
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
一
見
矛
盾
し
た
記
述
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

考
え
ら
れ
る
可
能
性
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、「
荀

が
陳
寿
を
憎
ん
だ
」
あ
る
い
は
「
荀

が
陳
寿
を
気
に
入
っ
て
い
た
」
の
い
ず
れ
か

一
方
の
み
が
正
し
く
、
も
う
一
方
は
誤
り
と
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
荀

と
陳
寿
の
不
和
説
に
つ
い
て
は
『
晋
書
』
も
採
録
し
（
前

述
）、
一
方
で
荀

の
陳
寿
へ
の
高
い
評
価
は
『
文
心
雕
竜
』
に
も
見
ら
れ
る
）
34
（

。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
に
傍
証
が
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
か

を
「
虚
偽
の
記
述
」
と
一
蹴
し
て
し
ま
う
の
は
躊
躇
わ
れ
る
）
35
（

。

　

二
つ
め
の
可
能
性
は
、
上
述
の
『
華
陽
国
志
』
の
記
述
は
時
系
列
順
に
な
っ
て
い
な
い
と
解
釈
す
る
こ
と
で
、「『
三
国
志
』
魏
書
の
記
述
が

気
に
入
ら
な
か
っ
た
荀

は
陳
寿
を
嫌
っ
た
が
、
完
成
し
た
『
三
国
志
』
を
見
た
荀

が
、
陳
寿
へ
の
評
価
を
改
め
た
」
と
い
う
意
味
に
理
解

す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
斯
か
る
理
解
は
、
史
料
の
伝
え
る
前
後
関
係
を
変
更
す
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
上
に
、
傍
証
と
な
る
史
料
な
ど

も
無
い
の
で
、
本
論
で
は
こ
の
可
能
性
は
排
除
し
て
お
く
。

　

そ
し
て
三
つ
め
の
可
能
性
は
、「
は
じ
め
は
陳
寿
を
褒
め
て
い
た
荀

が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
陳
寿
を
斥
け
た
く
思
う
よ
う
に
な
り
、

そ
の
口
実
と
し
て
魏
志
の
記
述
に
「
気
に
喰
わ
ぬ
部
分
が
あ
る
」
と
難
癖
を
付
け
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
普
通
に
考
え
れ
ば
、『
三
国
志
』

の
一
部
分
で
あ
る
魏
志
が
『
三
国
志
』
全
体
よ
り
後
に
完
成
す
る
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
な
い
の
で
、
は
じ
め
『
三
国
志
』
を
讃
え
た
荀

が
、
魏
志
を
理
由
に
陳
寿
を
陳
寿
を
斥
け
た
の
な
ら
ば
、
左
遷
の
原
因
が
魏
志
の
記
述
と
い
う
の
は
単
な
る
口
実
で
あ
り
、
荀

が
陳
寿
を
嫌

う
別
の
強
い
理
由
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
「
憎
む
理
由
」
と
は
、
順
当
に
考
え
れ
ば
陳
寿
が
政
敵
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
実
的

に
考
え
た
時
、
こ
の
三
つ
め
の
可
能
性
が
最
も
無
理
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
以
下
に
検
証
し
つ
つ
、
張
華
・
荀

と
陳
寿
の
関
係

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
こ
う
。

　

津
田
〈
二
〇
〇
一
〉
に
よ
れ
ば
、
陳
寿
は
羅
憲
と
張
華
の
推
挙
に
よ
り
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
西
晋
で
の
官
途
に
就
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
従

え
ば
、
陳
寿
は
早
く
か
ら
張
華
閥
の
人
士
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
一
方
で
陳
寿
は
泰
始
十
年
（
二
七
四
）、
自
ら
が
編
纂
し
た
『
諸
葛
氏

集
』
の
序
に
お
い
て
、「
臣
わ
た
く
しが
以
前
著
作
郎
の
任
に
あ
っ
た
と
き
、
荀

・
和
嶠
が
上
奏
し
、
も
と
蜀
の
丞
相
で
あ
っ
た
諸
葛
亮
の
故
事
を
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（
わ
た
し
に
）
定
め
さ
せ
ま
し
た
」
と
自
ら
書
き
残
し
て
い
る
）
36
（

。
し
か
も
津
田
〈
二
〇
〇
一
〉
は
、
同
序
の
推
薦
者
と
し
て
名
の
見
え
る
「
和

嶠
」
は
「
張
華
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
と
説
く
。
こ
れ
に
従
え
ば
陳
寿
は
、
荀

・
張
華
の
両
名
か
ら
同
時
に
（
恐
ら
く
は
両
者
連

名
の
上
奏
で
）
推
挙
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
陳
寿
は
、
西
晋
に
仕
官
し
て
よ
り
暫
く
の
間
は
、
荀

か
ら
も
張
華
か
ら
も
お
覚
え
め

で
た
い
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
華
陽
国
志
』
に
見
え
る
「
荀

・
張
華
が
陳
寿
を
班
固
・
司
馬
遷
に
比
し
て
讃
え
た
」
と

い
う
記
述
と
も
合
致
す
る
。
荀

と
張
華
が
不
仲
と
な
っ
た
要
因
は
、
孫
呉
討
伐
の
是
非
を
巡
っ
て
で
あ
る
と
い
う
が
）
37
（

、
逆
に
言
え
ば
、
孫
呉

討
伐
が
本
格
的
に
議
論
さ
れ
る
以
前
は
、
陳
寿
が
荀

に
も
張
華
に
も
気
に
入
ら
れ
る
立
場
に
在
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
し
ん

ば
「
和
嶠
」
が
「
張
華
」
の
誤
記
で
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
陳
寿
を
荀

が
推
挙
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
と

理
解
し
て
差
し
支
え
な
い
。

　

続
い
て
、
荀

と
陳
寿
の
破
局
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
荀

と
張
華
の
対
立
を
決
定
づ
け
た
伐
呉
を
巡
る
議
論
は
、
咸
熙
二
年

（
二
七
六
）
の
羊
祜
の
上
奏
に
よ
り
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。
出
兵
賛
成
派
は
僅
か
に
杜
預
・
張
華
ら
に
過
ぎ
ず
、
荀

・
賈
充
ら
を
筆
頭
に
反

対
派
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
だ
が
武
帝
は
二
七
九
年
、
賈
充
ら
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
伐
呉
を
開
始
す
る
。
張
華
と
荀

の
対
立
が
決
定
的
と

な
っ
た
の
は
、
羊
祜
の
上
奏
が
あ
っ
た
二
七
六
年
頃
か
ら
伐
呉
が
開
始
さ
れ
た
二
七
九
年
頃
と
思
わ
れ
る
。
陳
寿
が
左
遷
さ
れ
た
理
由
を
荀

に
睨
ま
れ
た
こ
と
に
求
め
る
史
料
は
複
数
あ
る
の
で
、
事
実
と
見
て
良
い
）
38
（

。
恐
ら
く
陳
寿
は
、
伐
呉
の
是
非
を
巡
っ
て
朝
廷
が
二
分
し
た
際
、

依
る
べ
き
大
樹
と
し
て
荀

で
は
な
く
張
華
に
与
し
、
そ
の
結
果
荀

の
不
興
を
買
い
、
前
述
の
よ
う
な
「
魏
志
に
気
に
食
わ
ぬ
部
分
が
あ

る
」
と
い
う
（
恐
ら
く
は
言
い
が
か
り
の
）
理
由
に
よ
っ
て
左
遷
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）
39
（

。

　

荀

か
ら
も
張
華
か
ら
も
一
目
置
か
れ
て
い
た
陳
寿
が
、
荀

で
は
な
く
張
華
を
選
ん
だ
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
）
40
（

、
そ
の
選
択
は
長
期
的

に
は
悪
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
陳
寿
や
張
華
を
中
央
か
ら
追
っ
た
荀

は
、
晩
年
の
司
馬
炎
か
ら
疎
ま
れ
、
失
意
の
う
ち
に
亡
く
な
っ

た
。
一
方
で
荀

死
後
の
張
華
は
、
楊
駿
一
派
や
汝
南
王
司
馬
亮
を
粛
清
し
た
賈
皇
后
よ
り
抜
擢
さ
れ
、
十
年
に
渡
っ
て
政
務
の
中
枢
に
あ
り

続
け
た
。
陳
寿
が
太
子
中
庶
子
と
し
て
中
央
官
に
返
り
咲
い
た
の
も
、
恐
ら
く
張
華
の
引
き
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
太
子
と
は
恵
帝
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の
愍
懐
太
子
の
こ
と
で
、
立
太
子
は
恵
帝
の
即
位
し
た
太
熙
元
年
（
二
九
〇
）
秋
八
月
で
あ
る
か
ら
（『
晋
書
』
恵
帝
本
紀
）、
陳
寿
の
太
子
中

庶
子
就
任
も
こ
の
頃
の
こ
と
と
見
て
良
い
。
愍
懐
太
子
は
元
康
九
年
（
二
九
九
）
に
廃
嫡
・
殺
害
さ
れ
た
が
、『
晋
書
』
で
は
陳
寿
の
没
年
を

元
康
七
年
（
二
九
七
）
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
陳
寿
は
太
子
中
庶
子
の
在
任
中
に
死
去
し
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
『
華
陽
国
志
』
に

は
、
太
子
廃
嫡
後
に
兼
散
騎
常
侍
と
な
っ
た
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
津
田
〈
二
〇
〇
一
〉
の
指
摘
ど
お
り
、
元
康
七
年
と
い
う
陳
寿
の
没
年

は
成
立
し
な
い
。
津
田
〈
二
〇
〇
一
〉
は
兼
散
騎
常
侍
へ
の
転
任
を
、
廃
嫡
の
翌
年
で
あ
る
永
康
元
年
（
三
〇
〇
）
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

張
華
は
こ
の
年
、
政
権
を
握
っ
た
趙
王
倫
に
よ
っ
て
裴

と
も
ど
も
三
族
皆
殺
し
に
処
さ
れ
た
。
だ
が
、
明
ら
か
に
張
華
閥
で
あ
っ
た
は
ず
の

陳
寿
が
そ
れ
に
連
座
し
た
形
跡
は
な
い
。
も
し
陳
寿
が
こ
の
時
点
で
存
命
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
張
華
と
は
絶
妙
な
距
離
に
身
を
置
い
て
い
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
巧
み
な
処
世
術
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
、
陳
寿
と
荀

・
張
華
の
関
係
に
つ
い
て
攷
察
し
て
き
た
。
従
来
は
、
陳
寿
が
荀

に
疎
ま
れ
た
と
い
う
点
の
み
が
強
調
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
の
荀

と
も
決
し
て
一
貫
し
て
険
悪
な
関
係
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
し
て
不
遇
な
ま
ま
非
業
の
最
期
を
遂
げ
た
わ
け
で
も
な
い

こ
と
に
は
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
陳
寿
は
、
旧
蜀
漢
人
士
と
い
う
不
利
な
要
素
を
抱
え
な
が
ら
も
、
西
晋
朝
に
お
い
て
比
較
的
恵
ま
れ
た
官

僚
人
生
を
送
っ
た
と
評
し
て
良
い
。
そ
の
裏
に
は
、
朝
廷
や
実
力
者
に
対
す
る
追
従
の
辞
を
『
三
国
志
』
の
記
述
に
「
歴
史
事
実
」
と
し
て
盛

り
込
む
と
い
う
処
世
術
と
、
自
ら
を
推
挙
し
て
く
れ
た
荀

に
見
切
り
を
つ
け
張
華
に
与
す
る
と
い
っ
た
、
中
央
官
界
の
情
勢
を
見
極
め
る
陳

寿
の
冷
徹
な
政
治
的
判
断
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
世
も
っ
ぱ
ら
史
家
と
見
な
さ
れ
る
陳
寿
で
あ
る
が
、
彼
は
史
家
で
あ
る
前
に
官
僚
な
の
で

あ
っ
た
。

　
　
　
　

四
．『
三
国
志
』
の
示
し
た
意
義

　

確
か
に
陳
寿
は
故
国
蜀
漢
を
称
賛
せ
ん
と
の
意
図
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
、
彼
の
意
図
が
、
後
世
風
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
蜀
漢
正
統
論
」
と
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同
義
で
あ
っ
た
と
断
定
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
当
時
は
「「
正
統
」
な
王
朝
は
ど
れ
か
」
と
い
う
発
想
自
体
が
存
在
し
な
か
っ
た
）
41
（

。
宋
代

の
正
統
論
に
顕
著
な
よ
う
に
、
後
世
の
正
統
論
で
は
ど
う
し
て
も
、「
正
統
」
な
存
在
は
た
だ
一
つ
で
あ
る
と
い
う
発
想
が
根
本
に
あ
る
が
、

陳
寿
に
は
「
三
国
の
い
ず
れ
か
が
唯
一
の
「
正
統
」
で
あ
る
」
と
い
う
発
想
自
体
が
無
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
三
国
志
』
と
い
う
書
名

が
そ
の
こ
と
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
。
あ
え
て
言
え
ば
、『
三
国
志
』
が
唯
一
の
「
正
統
」
た
る
資
格
を
認
め
て
い
る
の
は
、
魏
呉
蜀
の
い
ず
れ

で
も
な
く
、
晋
で
あ
る
。
西
晋
王
朝
の
官
界
を
生
き
る
彼
が
、
曹
魏
を
主
軸
と
し
た
史
書
を
編
ん
で
政
権
の
意
に
叶
う
よ
う
努
め
る
一
方
、
許

さ
れ
る
範
囲
で
郷
里
・
蜀
漢
称
賛
の
記
述
を
盛
り
込
ん
だ
、
と
い
う
の
が
現
実
的
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
曹
魏
を
主
軸
と
し
つ
つ
も
「
天
下
が

三
つ
に
分
裂
し
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
魏
蜀
呉
の
三
本
立
て
と
い
う
構
成
は
、
三
国
す
べ
て
を
凌
駕
す
る
偉
大
な
存
在
と
し
て
西
晋

を
称
賛
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
故
国
蜀
漢
を
埋
も
れ
た
存
在
と
せ
ず
に
済
み
、
し
か
も
政
権
の
意
に
最
大
限
叶
う
と
い
う
、
ま
さ
に
一
挙
両

得
な
史
書
、
そ
れ
が
『
三
国
志
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
陳
寿
の
意
図
は
ど
う
あ
れ
、
魏
蜀
呉
と
い
う
三
本
立
て
の
構
成
を
採
っ
た
こ
と
が
後
世
に
与
え
た
意
義
は
大
き
い
。
渡
邉
義
浩

〈
二
〇
〇
八
〉
は
『
三
国
志
』
を
「
並
立
す
る
王
朝
の
な
か
で
「
正
統
」
は
一
つ
し
か
な
い
こ
と
を
示
さ
ん
と
し
た
最
初
の
史
書
」
で
あ
る
と

評
す
る
。
だ
が
、
む
し
ろ
『
三
国
志
』
を
読
ん
だ
後
世
の
読
者
が
実
感
す
る
こ
と
は
「
正
統
は
一
つ
し
か
な
い
」
こ
と
と
い
う
よ
り
は
、「
天

下
は
分
裂
し
得
る
。
皇
帝
は
同
時
に
複
数
存
在
し
得
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
三
国
志
演
義
』（
毛
宗
崗
本
）
の
第
一
回
が
「
話
說
天
下

大
勢
、
分
久
必
合
、
合
久
必
分
」
と
い
う
語
り
だ
し
で
始
ま
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
雄
弁
に
物
語
る
。

　

今
と
な
っ
て
は
、
我
々
は
陳
寿
の
意
図
を
推
測
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
だ
が
、
陳
寿
の
真
意
は
と
も
か
く
、『
三
国
志
』
と
い
う
書
名
、

そ
し
て
同
書
の
構
成
は
、「
天
下
は
常
に
統
一
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
り
、
皇
帝
が
同
時
に
三
人
も
並
立
す
る
こ
と
は
有

り
得
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
後
世
に
知
ら
し
め
る
意
義
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
後
世
に
お
け
る
「
正
統
論
」
に
お
い
て
、
三
国
時
代
が
好

ん
で
論
じ
ら
れ
た
所
以
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

三
国
時
代
は
、
始
皇
帝
が
「
皇
帝
」
の
号
を
定
め
て
以
来
、
複
数
の
皇
帝
が
同
時
に
並
立
し
た
史
上
初
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
歴

史
を
扱
っ
た
『
三
国
志
』
は
、
魏
呉
蜀
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
し
あ
っ
た
こ
と
を
明
記
し
、
天
下
に
は
複
数
の
皇
帝
が
現
れ
得
る

こ
と
を
後
世
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
故
に
、
正
統
論
が
盛
ん
と
な
っ
た
後
世
に
お
い
て
、
三
国
時
代
は
多
く
の
注
目
を
集

め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
漢
や
魏
が
絶
対
の
支
配
者
で
あ
り
続
け
、
滅
び
る
こ
と
が
無
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
「
正
統
」
は
余
り
に

常
識
で
あ
り
、
疑
う
余
地
な
ど
な
い
。「
受
命
の
存
在
で
あ
っ
て
も
終
焉
の
時
が
来
る
。
し
か
も
、
実
力
の
拮
抗
し
た
自
称
受
命
者
が
複
数
登

場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
義
名
分
を
有
し
て
い
る
」
と
い
う
事
実
を
突
き
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
誰
が
本
当
の
受
命
者
な
の
か
」
を
考
え
る

こ
と
を
強
い
る
、
そ
れ
が
『
三
国
志
』
と
い
う
史
書
が
後
世
に
果
た
し
た
最
大
の
意
義
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

か
か
る
意
義
を
有
し
た
『
三
国
志
』
は
、
古
来
、
名
著
と
讃
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
書
で
も
あ
る
。
だ
が
同
書
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
三

国
時
代
の
英
雄
豪
傑
の
生
き
様
だ
け
で
は
な
い
。
陳
寿
が
『
三
国
志
』
に
込
め
た
最
大
の
意
図
は
、
蜀
あ
る
い
は
魏
の
「
正
統
」
性
を
主
張
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
の
仕
え
る
晋
朝
を
讃
美
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼
は
、
同
書
を
魏
書
・
呉
書
・
蜀
書
と
い
う
三
部
構
成

と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
天
下
が
分
裂
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
、
斯
か
る
分
裂
を
統
一
し
た
晋
は
偉
大
で
あ
る
と
高
ら
か
に
讃
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
一
見
、
公
正
な
歴
史
書
に
見
え
る
『
三
国
志
』
に
も
、
陳
寿
の
政
治
的
道
具
と
し
て
の
性
格
が
色
濃
い
こ
と
を
、
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ

で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

注

（
１
）　

筆
者
は
、
中
国
に
お
け
る
三
国
時
代
を
め
ぐ
る
言
説
の
展
開
を
、「
三
国
志
文
化
」
と
い
う
一
つ
の
文
化
現
象
と
し
て
捉
え
て
い
る
。「
三
国
志
文
化
」
の

詳
し
い
定
義
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
田
中
靖
彦
〈
二
〇
〇
五
〉
も
参
照
。
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（
２
）　
『
三
国
志
』
を
全
六
十
六
巻
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
『
旧
唐
書
』
で
は
、「『
魏
國
志
』
三
十
卷
﹇
陳
壽
撰
・
裴
松
之
注
﹈。」（『
旧
唐
書
』
巻

四
十
六
・
経
籍
志
上
・
乙
部
史
録
、
正
史
類
一
。﹇
﹈
は
割
注
を
示
す
。
以
下
同
様
）「『
蜀
國
志
』
十
五
卷
﹇
陳
壽
撰
﹈、『
吳
國
志
』
二
十
一
卷
﹇
陳
壽
撰
・

裴
松
之
注
﹈」（
同
、
偽
史
類
三
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
巻
数
を
合
計
す
る
と
、
全
六
十
六
巻
と
な
る
。
現
存
す
る
『
三
国
志
』（
百
衲
本
）
は
六
十
五
巻
で

あ
る
が
、
元
々
六
十
五
巻
で
あ
っ
た
の
か
、
一
巻
が
散
逸
し
て
現
在
に
伝
わ
ら
な
い
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
も
し
元
来
は
六
十
六
巻
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
渡
邉
義
浩
〈
二
〇
〇
八
〉
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
失
わ
れ
た
一
巻
は
自
序
に
該
当
す
る
部
分
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
紀
伝
体
の
史
書
の

祖
で
あ
る
『
史
記
』
は
太
史
公
自
序
を
以
て
締
め
て
お
り
、
こ
れ
以
後
の
史
書
は
自
序
を
末
尾
に
配
置
す
る
伝
統
が
あ
る
。
陳
寿
が
こ
れ
に
倣
っ
た
と
し

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
本
編
六
十
五
巻
と
敘
録
一
巻
の
合
計
で
六
十
六
巻
と
い
う
算
定
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
『
隋
書
』
巻

三
十
三
・
経
籍
志
二
・
史
に
は
「『
三
國
志
』
六
十
五
卷
﹇
敍
錄
一
卷
。
晉
太
子
中
庶
子
陳
壽
撰
、
宋
太
中
大
夫
裴
松
之
注
﹈」
と
あ
る
。

（
３
）　

陳
寿
の
生
涯
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
楊
耀
坤
・
伍
野
春
《
一
九
九
八
》、
津
田
資
久
〈
二
〇
〇
一
〉
が
あ
る
。
特
に
津
田

〈
二
〇
〇
一
〉
は
、『
華
陽
国
志
』
と
『
晋
書
』
の
陳
寿
伝
に
つ
い
て
史
料
批
判
を
行
い
な
が
ら
陳
寿
の
来
歴
の
再
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

（
４
）　

蜀
漢
に
仕
え
た
人
士
。
讖
緯
の
学
に
通
じ
て
い
た
。
鄧
艾
率
い
る
魏
軍
が
成
都
に
迫
る
と
、
劉
禅
に
投
降
を
勧
め
て
納
れ
ら
れ
た
。
そ
の
功
に
よ
り
曹
魏

に
仕
え
て
後
司
馬
昭
か
ら
重
ん
ぜ
ら
れ
る
が
、
西
晋
へ
の
仕
官
は
病
と
称
し
て
辞
退
し
た
。
蜀
志
十
二
に
列
伝
が
あ
る
。

（
５
）　

津
田
〈
二
〇
〇
一
〉
に
よ
る
と
、
陳
寿
が
散
騎
・
黄
門
侍
郎
に
就
任
し
た
と
す
る
『
華
陽
国
志
』
の
記
述
は
竄
入
で
あ
り
事
実
と
は
認
め
が
た
い
と
す

る
。

（
６
）　

こ
の
人
事
の
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
津
田
資
久
〈
二
〇
〇
一
〉
は
、「
太
康
三
年
（
二
八
二
）
正
月
に
は
張
華
の
幽
州
左
遷
で
中
央
で
の
後
ろ
盾

を
失
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
も
陳
寿
に
含
む
と
こ
ろ
の
あ
る
中
書
監
荀

の
下
で
長
ら
く
中
書
省
に
留
任
で
き
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
こ
の
前
後
に
長

広
太
守
に
左
遷
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
」
と
分
析
す
る
。

（
７
）　

陳
寿
が
斯
か
る
貶
議
に
か
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
田
済
〈
一
九
六
二
〉
は
「
寒
士
の
進
出
を
小
さ
な
過
失
で
以
て
叩
き
つ
け
」
た
も
の
と
理
解
す

る
。
一
方
、
楊
耀
坤
・
伍
野
春
《
一
九
九
八
》
は
、
陳
寿
と
仲
が
険
悪
で
あ
っ
た
旧
蜀
漢
人
士
に
よ
る
誣
告
を
受
け
た
結
果
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
８
）　

こ
れ
は
『
華
陽
国
志
』
に
よ
る
。『
晋
書
』
陳
寿
伝
で
は
、「
後
數
歲
、
起
爲
太
子
中
庶
子
、
未
拜
（
後
數
歲
に
し
て
、
起
ち
て
太
子
中
庶
子
と
爲
る
も
、

未
だ
拜
せ
ず
）」
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
太
子
中
庶
子
に
は
就
任
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
『
晋
書
』
に
は
、
兼
散
騎
常
侍
に
関
す
る
記
述
も
見

え
な
い
。

（
９
）　

こ
れ
も
『
華
陽
国
志
』
に
よ
る
。
本
論
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
晋
書
』
と
『
華
陽
国
志
』
で
は
、
陳
寿
の
没
年
に
齟
齬
が
あ
る
。



田中靖彦　　陳寿の処世と『三国志』91

（
10
）　

…
…
魏
吳
蜀
三
國
の
志
を
撰
す
、
凡すべて
六
十
五
篇
。
時
人 

其
れ
敍
事
に
善
く
、
良
史
の
才
有
り
と
稱
す
。
夏
侯
湛 

時
に
『
魏
書
』
を
著
す
も
、
壽
の
作

る
所
を
見
て
、
便
ち
己
の
書
を
壞
ち
て
罷
む
。
張
華 

深
く
之
を
善
し
と
し
、
壽
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
當
に
『
晉
書
』
を
以
て
相
付
す
べ
き
の
み
」
と
。
其
れ

時
の
重
ん
ず
る
所
と
爲
る
こ
と
此
の
如
し
。
或
ひ
と
云
ふ
ら
く
、「
丁
儀
・
丁

 

魏
に
盛
名
有
り
、
壽 

其
の
子
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
千
斛
の
米
を
與
へ
ら
れ

ん
こ
と
を
覓
む
可
し
、
當
に
尊
公
の
爲
に
佳
傳
を
作
ら
ん
」
と
。
丁 

之
に
與
へ
ず
、
竟
に
爲
に
傳
を
立
て
ず
。
壽
の
父 

馬
謖
の
參
軍
と
爲
る
も
、
謖 

諸

葛
亮
の
誅
す
る
爲
と
爲
り
、
壽
の
父
も
亦
た
坐
し
て

せ
ら
れ
、
諸
葛
瞻
も
又
た
壽
を
輕
ん
ず
。
壽 

亮
の
爲
に
傳
を
立
つ
る
や
、
亮
を
「
將
略
は
長
ず
る

に
非
ず
、
應
敵
の
才
無
し
」
と
謂
ひ
、
瞻
を
「
惟
だ
書
に
工
み
な
る
の
み
に
し
て
、
名 

其
の
實
に
過
ぐ
」
と
言
ふ
」
と
。
議
者 

此
を
以
て
之
を
少
と
す
。

…
…
元
康
七
年
、
病
み
て
卒
す
、
時
に
年
六
十
五
。
梁
州
大
中
正
・
尙
書
郞
の
范

等 

上
表
し
て
曰
く
、「
…
…
臣
等
案
ず
る
に
、
故
の
治
書
侍
御
史
陳
壽 

『
三
國
志
』
を
作
り
、
辭
に
勸
誡
多
く
、
得
失
に
明
る
く
、
風
化
に
益
有
り
、
文
艷
は
相
如
に
若
か
ず
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
質
直
は
之
に
過
ぐ
、
願
は
く
は

採
錄
を
垂
れ
ん
こ
と
を
」
と
。
是
に
於
て
詔
し
て
河
南
尹
・
洛
陽
令
に
下
し
、
家
に
就
き
て
其
の
書
を
寫
せ
し
む
。

（
11
）　

丁
儀
・
丁

は
、
曹
魏
の
人
士
。
曹
植
に
近
い
立
場
に
あ
り
、
王
位
に
就
い
た
曹
丕
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
（
魏
志
十
九
・
陳
思
王
曹
植
伝
）。

（
12
）　

臣
等 

謹
ん
で
案
ず
る
に
、『
三
國
志
』
六
十
五
卷
、
晉
の
陳
壽
の
撰
、
宋
の
裴
松
之
の
註
な
り
。
壽
の
事
迹
は
『
晉
書
』
本
傳
に
具
さ
に
し
て
、
松
之
の

事
迹
は
『
宋
書
』
本
傳
に
具
さ
な
り
。
凡
て
魏
志
三
十
卷
、
蜀
志
十
五
卷
、
吳
志
二
十
卷
。
其
の
書 

魏
を
以
て
正
統
と
爲
す
。
習
鑿
齒 

『
漢
晉
春
秋
』
を

作
る
に
至
り
、
始
め
て
異
議
を
立
つ
。
朱
子
よ
り
以
來
、
鑿
齒
を
是
と
し
て
壽
を
非
と
せ
ざ
る
は
無
し
。
然
れ
ど
も
理
を
以
て
論
ず
れ
ば
、
壽
の
謬
は
萬

萬 

辭
無
し
。
勢
を
以
て
論
ず
れ
ば
、
則
ち
鑿
齒
の
漢
を
帝
と
す
る
は
順
に
し
て
易
く
、
壽
の
漢
を
帝
と
せ
ん
と
欲
す
る
は
逆
に
し
て
難
し
。
蓋
し
鑿
齒
の

時
、
晉 

已
に
南
渡
し
、
其
の
事 

蜀
に
類
す
る
有
り
。
偏
安
を
爲
す
者
の
正
統
を
爭
ふ
は
、
此
れ
當
代
の
論
に
孚
な
る
者
な
り
。
壽
は
則
ち
身
は
晉
武
の
臣

爲
り
、
而
し
て
晉
武
は
魏
の
統
を
承
く
。
魏
を
僞
と
す
る
は
是
れ
晉
を
僞
と
す
る
な
り
。
其
れ
能
く
當
代
に
行
は
れ
ん
や
。
此
れ
猶
ほ
宋
太
祖
の
簒
立
は

魏
に
近
く
、
而
し
て
北
漢
・
南
唐
は
蹟 

蜀
に
近
く
、
故
に
北
宋
の
諸
儒
は
皆 

避
く
る
所
有
り
て
、
魏
を
僞
と
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。
高
宗
よ
り
以
後
は
、
江

左
に
偏
安
し
、
蜀
に
近
し
。
而
し
て
中
原
の
魏
地
は
、
全
ま
っ
たく
金
に
入
る
。
故
に
南
宋
の
諸
儒
は
乃
ち
紛
紛
と
し
て
起
ち
て
蜀
を
帝
と
す
。
此
れ
皆 

當
に
其

の
世
を
論
ず
べ
く
し
て
、
未
だ
一
格
を
以
て
繩
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

（
13
）　
『
曝
書
亭
集
』
巻
五
十
九
。
な
お
、
本
田
済
〈
一
九
六
二
〉
は
同
論
を
紀
昀
の
著
と
し
て
引
く
が
、
管
見
の
限
り
紀
昀
に
斯
か
る
著
作
は
無
い
。

（
14
）　

陳
壽
は
、
良
史
な
り
。
世 

誤
り
て
『
晉
書
』
の
文
の
「
米
を
丁
氏
の
子
に
索
む
る
も
、
獲
ざ
れ
ば
、
竟
に
與ために
立
傳
せ
ず
。
又 

諸
葛
亮
を
「
將
略
は
長

ず
る
に
非
ず
、
應
敵
の
才
無
し
」
と
輕
ん
ず
」
と
謂
ふ
を
信
じ
、
此
を
以
て
壽
を
訕そしる
。
宋
の
尹
起
莘
に
至
る
や
、
從
ひ
て
之
を
甚
だ
し
く
す
。
其
の
言

に
曰
く
、「
陳
壽
の
『
三
國
』
を
志しるし
て
自よ
り
、
全
く
天
子
の
志
を
以
て
魏
に
予
へ
、
而
し
て
列
國
を
以
て
漢
を
待
す
」
と
。
天
下
の
三
分
の
二
を
收
め
、
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司
馬
氏 

之
を
繼
ぎ
、
時
に
于
て
史
を
作
る
者
は
、
王

に
は
則
ち
『
魏
書
』
有
り
、
魚
豢
に
は
則
ち
『
魏
略
』
有
り
、
孔
衍
に
は
則
ち
『
魏
尙
書
』
有

り
、
孫
盛
に
は
則
ち
『
魏
春
秋
』
有
り
、
郭
頒
に
は
則
ち
『
魏
晉
世
語
』
有
り
。
之
の
數
子
は
、
第た
だ
魏
有
る
を
知
る
の
み
。
壽 

獨
り
魏
を
吳
・
蜀
と
齊

し
く
し
、
其
の
名
を
正
し
て
『
三
國
』
と
曰
ひ
、
以
て
魏
の
正
統
爲
る
を
得
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
。
其
の
識 

流
俗
の
表
を
迥けい
ば
つ
拔
す
。
且
つ
夫
れ
魏
の
禪
を

受
く
る
や
、
劉

・
辛

・
華
歆
・
劉
若
の
輩 

功
德
を
頌
し
、
李
伏
・
許
芝 

符
瑞
を
上
り
、
先
後
し
て
百
餘
人
を
動
か
し
、
其
の
文 

裴
松
之
の
注
に
見

ゆ
。
今
に
至
る
も
遺
碑 

許
に
在
り
、
大
書
深
刻
さ
る
。
而
る
に
壽 

盡
く
之
を
削
り
、
以
て
登
載
せ
ず
。
先
主
の
漢
中
に
王
た
り
て
、
武
擔
に
帝
位
に
卽
く

に
至
る
や
、
蜀
の
羣
臣
の
請
封
の
辭
・
勸
進
の
表
・
皇
天
后
土
に
吿
祀
す
る
の
文
、
大
書
特
書
し
、
昭
烈
の
漢
統
を
紹つ
ぐ
を
明
著
し
、
蜀
に
予
ふ
る
に
天
子

の
制
を
以
て
す
。
以
て
良
史
の
心
を
用
ふ
る
の
苦
を
見
る
に
足
る
。
街
亭
の
敗
に
は
、
壽 

馬
謖
の
亮
の
節
度
に
違
ひ
、
擧
動 

宜
し
き
を
失
し
、
張

の
破

る
所
と
爲
れ
る
を
直
書
し
、
初
め
よ
り
未
だ
嘗
て
父 

謖
の
軍
の
參
た
り
て
罪
を
被
る
を
以
て
、
私

を
借
り
て
亮
を
咎
め
ず
。
亮
を
「
應
變
の
將
略
は
、

其
の
長
ず
る
所
に
非
ず
」
と
謂
ふ
に
至
り
て
は
、
則
ち
張
儼
・
袁
準
の
論
も
皆 

然
り
と
す
、
壽
一
人
の
私
言
に
非
ざ
る
な
り
。
壽
の
魏
の
文
士
に
於
け
る

や
、
惟
だ
王
粲
・
衞
覬
五
人
等
の
爲
に
立
傳
す
る
の
み
。
粲
は
其
の
制
度
を
興
造
す
る
を
取
り
、
覬
は
其
の
多
く
典
故
を
識
る
を
取
る
。
徐
幹
・
陳
琳
・
阮

・
應

・
劉
楨
の
若
き
は
、
僅
か
に
粲
傳
に
附
し
て
書
す
。
彼
の
丁
儀
・
丁

、
何
ぞ
獨
り
當
に
立
傳
す
べ
け
ん
や
。
此
の
謗
り
を
造はじむ
る
者
も
、
亦
た

未
だ
壽
の
史
を
作
る
の
大た
い
は
ん凡
を
明
ら
か
に
せ
ず
。
噫あ
あ

、『
綱
目
』
の
年
を
紀し
る

す
や
、
章
武
を
以
て
建
安
に
接
ぎ
、
而
る
後
に
統
の
正
し
き
を
得
た
り
。
然
れ

ど
も
百
世
の
下 

爾し
か

る
可
し
。
其
れ
當
時
に
在
り
て
は
、
蜀
は
魏
に
入
り
、
魏
は
晉
に
禪
る
。
壽 

既
に
晉
に
仕
へ
た
れ
ば
、
安
ん
ぞ
能
く
蜀
を
尊
ぶ
を
顯
ら

か
に
し
て
以
て
大
戮
を
干を
か

さ
ん
や
。『
書
』
に
曰
く
、「
人
を
責
む
る
は
斯こ

れ
難
し
と
す
る
無
し
」
と
。
尹
氏
の
壽
を
責
む
る
は
、
予
竊
か
に
以
爲
へ
ら
く
、

未
だ
其
の
平
ら
か
な
る
を
得
ざ
る
な
り
と
。

（
15
）　

曹
丕
の
即
位
劇
に
関
す
る
文
書
は
、
魏
志
二
・
文
帝
紀
に
は
献
帝
か
ら
曹
丕
へ
の
譲
位
の
冊
書
し
か
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
臣
下
の
勧
進
文
な
ど
は
、
裴

松
之
が
注
と
し
て
引
用
し
た
『
献
帝
伝
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

銭
大
昕
「
三
国
志
辨
疑
序
」
も
ま
た
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

（
17
）　

魏
志
二
（
曹
丕
へ
の
受
禅
文
）、
蜀
志
三
（
劉
禅
を
皇
太
子
に
立
て
る
冊
書
）。

（
18
）　

魏
志
一
に
一
つ
（
曹
操
に
九
錫
を
賜
い
魏
公
と
す
る
）、
魏
志
五
に
一
つ
（
卞
氏
を
王
后
に
立
て
る
）、
魏
志
十
八
に
一
つ
（
曹
丕
、
龐
徳
へ
諡
号
を
賜

う
）、
蜀
志
三
に
一
つ
（
降
伏
し
た
劉
禅
を
魏
が
安
楽
公
に
封
ず
る
策
書
）、
蜀
志
四
に
五
つ
（
劉
備
が
穆
氏
を
皇
后
に
、
劉
禅
が
張
氏
を
皇
后
に
、
劉
永

を
魯
王
に
、
劉
理
を
梁
王
に
、
劉
璿
を
皇
太
子
に
立
て
る
）、
蜀
志
五
に
三
つ
（
諸
葛
亮
を
丞
相
と
す
る
、
街
亭
戦
後
に
降
格
し
た
諸
葛
亮
を
丞
相
に
復
す

る
、
諸
葛
亮
へ
諡
号
を
賜
う
）、
蜀
志
六
に
二
つ
（
張
飛
を
車
騎
将
軍
に
、
馬
超
を
驃
騎
将
軍
に
任
ず
る
）、
蜀
志
八
に
一
つ
（
許
靖
を
司
徒
と
す
る
）、
呉
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志
二
に
一
つ
（
曹
丕
が
孫
権
に
九
錫
を
賜
う
）、
呉
志
五
に
一
つ
（
孫
権
の
歩
夫
人
に
皇
后
を
追
贈
す
る
）。

（
19
）　

宮
川
尚
志
《
一
九
五
六
》
二
章
「
禅
譲
に
よ
る
王
朝
革
命
の
研
究
」
を
参
照
。

（
20
）　

孫
権
は
曹
丕
よ
り
九
錫
を
賜
っ
た
の
ち
、「
黄
武
」
と
改
元
し
た
。
こ
れ
は
孫
呉
も
曹
魏
同
様
に
土
徳
を
称
し
た
証
左
で
あ
る
が
、
渡
邉
義
浩

〈
二
〇
〇
七
〉
に
よ
る
と
、
孫
呉
は
曹
魏
滅
亡
後
、
自
ら
を
金
徳
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
か
つ
て
曹
魏
よ
り
九
錫
・
呉
王
を
賜
与
さ
れ
た

こ
と
に
基
づ
き
、
曹
魏
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
自
ら
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
思
想
が
あ
っ
た
と
い
う
。
加
え
て
渡
邉
は
、
た
だ
し
金
徳
を
称
す
る
こ
と
は

晋
と
重
複
す
る
た
め
、『
三
国
志
』
で
は
孫
呉
が
金
徳
を
称
し
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
な
い
と
も
述
べ
る
。

（
21
）　

孫
権
は
そ
の
後
、
遼
東
の
公
孫
淵
に
九
錫
を
下
賜
し
て
い
る
（
呉
志
二
・
呉
主
伝
）。
宮
川
前
掲
書
は
、
曹
丕
が
孫
権
に
、
孫
権
が
公
孫
淵
に
九
錫
を
下

賜
し
た
こ
と
を
「
単
な
る
特
殊
の
待
遇
を
与
え
そ
の
歓
心
を
買
っ
た
」
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
重
視
し
な
い
。
一
方
、
石
井
仁
〈
二
〇
〇
一
〉
に
よ
る
と
、

漢
魏
以
降
、
九
錫
中
の
虎
賁
は
三
百
人
に
固
定
さ
れ
、
そ
の
保
有
者
が
も
は
や
人
臣
で
な
い
こ
と
を
示
す
が
、
孫
権
や
公
孫
淵
が
受
け
た
九
錫
中
の
虎
賁

は
百
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
九
錫
確
立
以
前
の
痕
跡
で
あ
り
、
天
子
と
人
臣
の
境
界
に
位
置
す
る
も
の
だ
と
い
う
。

（
22
）　

本
田
済
〈
一
九
六
二
〉
は
、「
蜀
志
呉
志
の
建
て
方
は
晋
書
載
記
な
ど
と
異
質
で
、
孫
権
伝
や
先
主
伝
は
名
こ
そ
伝
だ
が
、
書
き
ぶ
り
は
本
紀
と
変
ら
な

い
。
魏
の
み
に
帝
号
を
用
い
つ
つ
も
、
書
物
全
体
の
構
成
は
は
っ
き
り
三
本
建
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
国
語
に
も
似
て
、
諸
国
分
立
の
さ
ま
を
明
示

す
る
」
と
、
三
国
が
鼎
立
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
筆
致
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
本
田
は
、
陳
寿
の
蜀
へ
の
迴
護
を
認
め
つ
つ
も
、「（
蜀
を
）

正
統
と
す
る
ま
で
の
意
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
俄
か
に
断
じ
え
な
い
」
と
も
述
べ
る
。

（
23
）　

晋
朝
の
成
立
後
も
、
こ
の
弑
逆
事
件
の
正
当
化
は
重
い
課
題
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
杜
預
が
『
左
伝
』
の
注
釈
作
業
の
中
で
こ
の
弑
逆
を
正
当
化
せ
ん

と
し
た
こ
と
は
渡
邉
義
浩
〈
二
〇
〇
五-

ａ
〉
に
詳
し
い
。
ま
た
東
晋
の
習
鑿
歯
は
、
著
書
『
漢
晋
春
秋
』
に
お
い
て
、
こ
の
弑
逆
に
対
す
る
司
馬
昭
の
関

与
を
隠
蔽
せ
ん
と
し
た
。
田
中
靖
彦
〈
二
〇
〇
五
〉
参
照
。

（
24
）　
『
春
秋
左
伝
』
宣
公
・
伝
十
五
年
に
「
川
澤
納
汙
、
山
藪
藏
疾
、
瑾
瑜
匿
瑕
、
國
君
含
垢
」
と
あ
る
。「
山
藪
藏
疾
」
は
、「
山
林
藪
沢
は
、
毒
蛇
な
ど
の

害
毒
が
潜
伏
す
る
の
を
許
す
も
の
で
あ
る
」
の
意
と
い
う
。

（
25
）　

同
部
分
に
裴
注
と
し
て
引
か
れ
た
孫
盛
の
意
見
に
、「
晋
軍
が
間
近
に
迫
っ
て
は
じ
め
て
命
乞
い
を
し
た
の
だ
か
ら
、
孫
晧
の
罪
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
」
と
あ
り
、
孫
晧
の
遅
い
投
降
が
罪
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

（
26
）　

当
時
の
西
晋
で
は
、
司
馬
炎
の
後
継
者
問
題
が
朝
廷
を
二
分
し
て
い
た
。
司
馬
炎
の
長
男
・
司
馬
衷
は
、
そ
の
資
質
不
足
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
群
臣
の
期
待
は
、
賢
人
と
評
判
の
司
馬
攸
（
司
馬
炎
の
弟
）
に
集
ま
っ
て
い
た
。
司
馬
攸
の
人
望
を
警
戒
し
た
司
馬
炎
は
、
多
く
の
反
対
を
押
し
の



駒沢史学76号（2011） 94

け
、
司
馬
攸
を
任
地
・
斉
に
帰
藩
せ
し
め
る
決
定
を
下
し
た
。
司
馬
攸
は
赴
任
途
中
に
死
去
す
る
。

（
27
）　

杜
畿
伝
に
よ
る
と
、
杜
畿
は
荀
彧
の
推
挙
で
曹
操
に
仕
え
、
善
政
を
敷
い
て
民
に
慕
わ
れ
、
曹
操
へ
の
軍
需
物
資
提
供
を
常
に
円
滑
に
行
い
、
曹
操
か
ら

蕭
何
・
寇
恂
に
比
し
て
讃
え
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
事
実
と
す
る
な
ら
ば
、
杜
畿
は
荀
彧
に
並
ぶ
建
国
の
功
臣
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

（
28
）　

宮
川
尚
志
《
一
九
七
〇
》
に
よ
る
と
、
こ
の
逸
話
は
元
々
『
語
林
』
の
伝
え
る
逸
話
で
、
立
伝
さ
れ
な
か
っ
た
丁
氏
と
は
本
来
は
会
稽
山
陰
の
丁
氏

で
あ
り
、『
晋
書
』
が
原
史
料
で
あ
る
『
語
林
』
を
読
み
替
え
て
会
稽
の
丁
氏
を
沛
郡
の
丁
氏
に
改
め
た
創
作
逸
話
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
で
石
井
仁

《
二
〇
〇
〇
》
は
、
丁
儀
・
丁

兄
弟
を
輩
出
し
た
沛
国
の
丁
氏
は
、
曹
操
を
輩
出
し
た
沛
国
曹
氏
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
し
か
も
丁
儀
ら
の
父
・
丁
沖
は

曹
操
政
権
の
立
役
者
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
列
伝
が
『
三
国
志
』
に
無
い
の
は
お
か
し
い
と
指
摘
す
る
。

（
29
）　
『
晋
書
』
陳
寿
伝
に
、
蜀
漢
仕
官
時
の
こ
と
と
し
て
「
宦
人
黃
皓
專
弄
威
權
、
大
臣
皆
曲
意
附
之
、〔
陳
〕
壽
獨
不
爲
之
屈
、
由
是
屢
被
譴
黜
。
遭
父
喪
、

有
疾
、
使
婢
丸
藥
。
客
往
見
之
、
鄕
黨
以
爲
貶
議
（
宦
人
の
黃
皓 

威
權
を
專
弄
し
、
大
臣 

皆 

意
を
曲
げ
て
之
に
附
く
も
、〔
陳
〕
壽 

獨
り
之
が
爲
に
屈
せ

ず
、
是
れ
に
由
り
て
屢
々
譴
黜
せ
ら
る
。
父
の
喪
に
遭
ふ
も
、
疾
む
こ
と
有
り
て
、
婢
を
し
て
藥
を
丸ま
ろ

め
し
む
。
客 

往
き
て
之
を
見
、
鄕
黨 

以
て
貶
議
を

爲
す
）」
と
あ
る
。
た
だ
し
、『
華
陽
国
志
』
陳
寿
伝
に
は
、
陳
寿
と
黄
皓
の
関
係
に
関
す
る
論
及
は
無
い
。

（
30
）　

例
え
ば
井
波
律
子
《
一
九
九
四
》
は
、
第
一
章
に
「
不
運
な
歴
史
家
、
陳
寿
」
と
い
う
節
を
設
け
、
陳
寿
が
後
世
あ
ら
ぬ
誹
謗
中
傷
を
受
け
た
と
し
て
、

彼
へ
の
同
情
を
示
す
。

（
31
）　
『
華
陽
国
志
』
陳
寿
伝
に
は
「
太
子
轉
徙
後
、
再
兼
散
騎
常
侍
。
惠
帝
謂
司
空
張
華
曰
、「〔
陳
〕
壽
才
宜
眞
、
不
足
久
兼
也
。」
華
表
欲
登
九
卿
、
會
受

誅
、
忠
賢
排
擯
。
壽
遂
卒
洛
下
、
位
望
不
充
其
才
、
當
時
冤
之
（
太
子 

轉
徙
さ
る
の
後
、
再
び
兼
散
騎
常
侍
た
り
。
惠
帝 

司
空
の
張
華
に
謂
ひ
て
曰
く
、

「
壽
の
才 

宜ほ
と
んど
眞
な
り
、
久
し
く
兼
ぬ
る
足
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
華 

表
し
て
九
卿
に
登
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
會
ま
誅
を
受
け
、
忠
賢 

排
擯
せ
ら
る
。
壽 

遂

に
洛
下
に
卒
し
、
位
望 

其
の
才
を
充
た
さ
ず
、
當
時 

之
を
冤
と
す
）。」
と
あ
る
。

（
32
）　

宮
川
尚
志
《
一
九
五
六
》
第
三
章
「
六
朝
貴
族
社
会
の
生
成
」
第
二
節
「
蜀
姓
考
」
を
参
照
。

（
33
）　

吳 

平
ら
ぎ
て
後
、
壽 

乃
ち
三
國
の
史
を
鳩
合
し
、
魏
・
吳
・
蜀
三
書
六
十
五
篇
を
著
し
、『
三
國
志
』
と
號
す
。
又 『
古
國
志
』
五
十
篇
を
著
し
、
品
藻 

典
雅
た
り
。
中
書
監
の
荀

・
令
の
張
華 

深
く
之
を
愛
し
、
班
固
・
史
遷
を
以
て
方
ぶ
る
に
足
ら
ず
と
す
。
…
…
華 

表
し
て
兼
中
書
郞
と
せ
し
む
。
而
れ

ど
も
壽
の
『
魏
志
』
に

の
意
を
失
す
る
と
こ
ろ
有
り
、

 

其
の
內
に
處
る
を
欲
せ
ず
、
表
し
て
長
廣
太
守
と
爲
す
。

（
34
）　
『
文
心
雕
竜
』
巻
四
・
史
伝
第
十
六
は
、
後
漢
末
の
諸
々
の
歴
史
書
の
内
容
に
疎
漏
が
多
い
こ
と
を
実
例
を
挙
げ
て
指
摘
し
た
上
で
、「
唯
陳
壽
『
三
志
』、

文
質
辨
洽
、
荀
・
張
比
之
於
〔
司
馬
〕
遷
・〔
班
〕
固
、
非
妄
譽
也
（
唯
だ
陳
壽
の
『
三
志
』
の
み
、
文
は
質
に
し
て
辨
は
洽あ
ま
ねく
、
荀
・
張
の
之
を
遷
・
固
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に
比
す
る
は
、
妄
譽
に
非
ざ
る
な
り
）。」
と
記
し
、「
荀
・
張
」
が
陳
寿
を
司
馬
遷
や
班
固
に
比
し
た
の
も
出
鱈
目
で
は
な
い
と
讃
え
て
い
る
。
こ
こ
で
い

う
「
荀
・
張
」
と
は
、
恐
ら
く
荀

と
張
華
で
あ
ろ
う
。

（
35
）　

不
和
説
を
説
く
『
晋
書
』
も
、
高
い
評
価
を
与
え
た
説
を
説
く
『
文
心
雕
竜
』
も
、
い
ず
れ
も
『
華
陽
国
志
』
の
上
述
史
料
の
都
合
の
良
い
部
分
だ
け

を
抄
録
し
た
、
と
い
う
可
能
性
は
低
く
な
い
。
そ
う
考
え
れ
ば
『
晋
書
』
も
『
文
心
雕
竜
』
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
を
補
強
す
る
材
料
と
見
な
す
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
う
考
え
た
場
合
で
も
、
両
説
は
い
ず
れ
も
等
し
く
傍
証
を
失
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
両
説
い
ず
れ
も
が
『
華
陽
国
志
』
に
見

え
る
以
上
、
対
等
の
説
得
力
を
失
わ
ぬ
で
あ
ろ
う
。

（
36
）　

蜀
志
五
・
諸
葛
亮
伝
に
あ
る
『
諸
葛
氏
集
』
目
録
に
続
け
て
、「
臣
壽
等
言
、
臣
前
在
著
作
郞
、
侍
中
・
領
中
書
監
・
濟
北
侯
臣
荀

・
中
書
令
・
關
內

侯
臣
和
嶠
奏
、
使
臣
定
故
蜀
丞
相
諸
葛
亮
故
事
。
…
…
泰
始
十
年
二
月
一
日
癸
巳
、
平
陽
侯
相
臣
陳
壽
上
。（
臣
壽
等
言
ふ
、
臣 

前
に
著
作
郞
に
在
り
、
侍

中
・
領
中
書
監
・
濟
北
侯
臣
荀

・
中
書
令
・
關
內
侯
臣
和
嶠 

奏
し
、
臣
を
し
て
故
の
蜀
の
丞
相
た
る
諸
葛
亮
の
故
事
を
定
め
し
む
。
…
…
泰
始
十
年
二

月
一
日
癸
巳
、
平
陽
侯
相
臣
陳
壽 
上
す
）。」
と
あ
る
。

（
37
）　

賈
充
・
荀

ら
は
孫
呉
討
伐
に
反
対
し
、
一
方
で
杜
預
・
張
華
ら
は
孫
呉
討
伐
主
張
派
で
あ
っ
た
。
荀

が
張
華
を
憎
ん
だ
の
は
、
自
分
た
ち
が
反
対

し
て
い
た
孫
呉
平
定
が
達
成
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
津
田
〈
二
〇
〇
一
〉
は
、
伐
呉
反
対
派
で
あ
っ
た
馮

が
、
孫
呉
平
定
後
に
恥
じ

入
り
、
同
時
に
張
華
を
敵
の
ご
と
く
憎
ん
だ
と
い
う
『
晋
書
』
巻
三
十
九
・
馮

伝
の
記
述
を
引
き
、
荀

が
張
華
と
対
立
し
た
理
由
も
こ
こ
に
求
め
ら

れ
る
と
理
解
す
る
。
伐
呉
の
実
施
と
人
選
が
西
晋
武
帝
朝
の
派
閥
抗
争
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
林
史
朗
〈
一
九
九
〇
〉、
渡
邉
義

浩
〈
二
〇
〇
五-

ａ
〉
を
参
照
。

（
38
）　

既
に
挙
げ
た
史
料
の
他
に
も
、
例
え
ば
『
芸
文
類
聚
』
巻
四
十
八
・
職
官
部
四
「
中
書
侍
郎
」
に
引
く
王
隠
『
晋
書
』
に
も
、「
陳
壽
擧
孝
廉
、
爲
著
作

郞
、
與
張
華
友
善
。
華
當
啓
轉
中
書
郞
。
荀

黨
疾
壽
・
華
、
語
吏
部
、
出
爲
長
廣
太
守
（
陳
壽 

孝
廉
に
擧
げ
ら
れ
、
著
作
郞
と
爲
り
、
張
華
と
友
善
た

り
。
華 

當
に
啓
し
て
中
書
郞
に
轉
ぜ
し
む
べ
し
。
荀

の
黨 

壽
・
華
を
疾
み
、
吏
部
に
語
り
て
、
出
で
て
長
廣
太
守
と
爲
さ
し
む
）。」
と
あ
る
。

（
39
）　

も
し
陳
寿
が
荀

本
人
か
ら
一
目
置
か
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
前
掲
の
「
荀

黨
疾
〔
陳
〕
壽
・〔
張
〕
華
」
と
い
う
王
隠
『
晋
書
』
の
表
現
も
意
味
深

長
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
厳
密
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
陳
寿
を
憎
ん
で
い
た
の
は
「
荀

の
党
」
で
あ
り
、
荀

本
人
で
は
な
い
、
と
い
う
含
意
が
看
取

し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

（
40
）　

前
述
の
よ
う
に
、『
三
国
志
』
に
は
晋
朝
と
司
馬
炎
に
対
す
る
迎
合
の
度
合
い
が
強
い
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
陳
寿
が
張
華
を
選
ん
だ
理
由
を
考
え
て

み
る
と
、
時
の
皇
帝
で
あ
る
司
馬
炎
本
人
が
伐
呉
を
希
望
し
、
張
華
や
杜
預
が
そ
れ
に
賛
同
し
た
こ
と
で
、
陳
寿
の
目
に
は
張
華
の
ほ
う
が
荀

よ
り
も



駒沢史学76号（2011） 96

皇
帝
に
近
し
く
安
定
し
た
勢
力
と
見
え
た
た
め
、
と
い
う
予
測
が
成
り
立
つ
。
伐
呉
の
是
非
を
巡
る
論
争
で
勝
利
を
収
め
た
張
華
・
杜
預
が
（
し
か
も
彼
ら

の
議
論
ど
お
り
伐
呉
は
大
成
功
し
、
天
下
統
一
の
大
事
業
が
達
成
さ
れ
な
が
ら
）、
論
争
の
敗
者
で
あ
る
荀

・
賈
充
ら
に
政
争
で
敗
れ
よ
う
と
は
、
陳
寿

な
ら
ず
と
も
想
像
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
渡
邉
義
浩
〈
二
〇
〇
五-

ａ
〉、
同
〈
二
〇
〇
五-

ｂ
〉
を
参
照
。

（
41
）　

後
世
の
三
国
時
代
評
価
に
「
正
統
」
の
概
念
が
組
み
込
ま
れ
る
端
緒
に
つ
い
て
は
、
田
中
靖
彦
〈
二
〇
一
〇
〉
を
参
照
。

《
文
献
表
》（
著
者
五
十
音
順
）

・
石
井
仁
〈
二
〇
〇
一
〉「
虎
賁
班
剣
考
│
漢
六
朝
の
恩
賜
・
殊
礼
と
故
事
―
」　
『
東
洋
史
研
究
』
五
九-

四
。

・
石
井
仁
《
二
〇
〇
〇
》『
曹
操　

魏
の
武
帝
』
新
人
物
往
来
社
。
二
〇
一
〇
年
に
加
筆
修
正
の
上
、
同
社
よ
り
同
名
の
文
庫
と
し
て
出
版
。

・
井
波
律
子
《
一
九
九
四
》『
三
国
志
演
義
』
岩
波
書
店
。

・
小
林
春
樹
〈
二
〇
〇
八
〉「『
三
国
志
』
の
王
朝
観
│
『
漢
書
』
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
」　
『
狩
野
直
禎
先
生
傘
寿
記
念　

三
国
志
論
集
』
三
国
志
学
会
。

・
田
中
靖
彦
〈
二
〇
〇
五
〉「『
漢
晋
春
秋
』
に
見
る
三
国
正
統
観
の
展
開
」　
『
東
方
学
』
一
一
〇
。

・
田
中
靖
彦
〈
二
〇
一
〇
〉「
澶
淵
の
盟
と
曹
操
祭
祀
│
真
宗
朝
に
お
け
る
「
正
統
」
の
萌
芽
│
」　
『
東
方
学
』
一
一
九
。

・
津
田
資
久
〈
二
〇
〇
一
〉「
陳
寿
伝
の
研
究
」　
『
北
大
史
学
』
四
一
。

・
津
田
資
久
〈
二
〇
〇
三
〉「『
魏
志
』
の
帝
室
衰
亡
叙
述
に
見
え
る
陳
寿
の
政
治
意
識
」　
『
東
洋
学
報
』
八
四-

四
。

・
津
田
資
久
〈
二
〇
〇
五
〉「
曹
魏
至
親
諸
王
攷
│
『
魏
志
』
陳
思
王
植
伝
の
再
検
討
を
中
心
と
し
て
―
」　
『
史
朋
』
二
八
号
（
二
〇
〇
五
年
一
二
月
号
）。

・
中
林
史
朗
〈
一
九
九
〇
〉「
西
晋
初
期
政
治
史
の
一
断
面　

│
征
呉
問
題
と
巴
蜀
人
士
」　
『
北
京
外
国
語
大
学　

大
東
文
化
大
学
交
流
協
定
十
周
年
記
念
論
文

集
』
北
京
外
国
語
大
学
・
大
東
文
化
大
学
。

・
本
田
済
〈
一
九
六
二
〉「
陳
寿
の
三
国
志
に
つ
い
て
」　
『
東
方
学
』
二
三
。

・
宮
川
尚
志
《
一
九
五
六
》『
六
朝
史
研
究
―
政
治
・
社
会
篇
』
日
本
学
術
振
興
会
。

・
宮
川
尚
志
《
一
九
七
〇
》『
三
国
志
』　

明
徳
出
版
社
。

・
宮
崎
市
定
《
一
九
五
六
》『
九
品
官
人
法
の
研
究
│
科
挙
前
史
│
』　

東
洋
史
研
究
会
。
の
ち
『
宮
崎
市
定
全
集
』
六
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
に
収
録
。

本
論
で
は
中
公
文
庫
版
（
一
九
九
七
年
）
を
参
照
し
た
。

・
楊
耀
坤
・
伍
野
春
《
一
九
九
八
》『
陳
寿
・
裴
松
之
評
伝
』
南
京
大
学
出
版
社
。
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・
渡
邉
義
浩
〈
一
九
九
八
〉「
諸
葛
亮
像
の
変
遷
」　
『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
三
七
。

・
渡
邉
義
浩
〈
二
〇
〇
五-

ａ
〉「
杜
預
の
左
伝
癖
と
西
晋
の
正
統
性
」　
『
六
朝
学
術
学
会
報
』
六
。

・
渡
邉
義
浩
〈
二
〇
〇
五-

ｂ
〉「
杜
預
の
諒
闇
制
と
皇
位
継
承
問
題
」　
『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四
四
。

・
渡
邉
義
浩
〈
二
〇
〇
七
〉「
孫
呉
の
正
統
性
と
国
山
碑
」　
『
三
国
志
研
究
』
二
号
。

・
渡
邉
義
浩
〈
二
〇
〇
八
〉「
陳
寿
の
三
国
志
と
蜀
学
」　
『
狩
野
直
禎
先
生
傘
寿
記
念　

三
国
志
論
集
』
三
国
志
学
会
。
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